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「キャリア・インサイト」の活用
─キャリア教育、就職支援、キャリア・コンサルティングの一体化のために─

日本産業カウンセリング学会特別顧問
元筑波大学教授

木村　周

キ
ャ
リ
ア
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
た
め
の
統
合

的
な
C
A
C
G
s
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
支
援
ガ

イ
ダ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
）「
キ
ャ
リ
ア
・
イ

ン
サ
イ
ト（
統
合
版
）」が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

自
己
理
解
、
職
業
理
解
の
支
援
は
、
キ
ャ

リ
ア
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
基
本
で
す
。
今
日
我

が
国
社
会
は
、
少
子
高
齢
化
、
技
術
革
新
、

国
際
化
の
嵐
の
中
で
、
今
ま
で
に
な
い
構
造

変
化
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
学
校

教
育
、
就
職
支
援
、
働
く
人
の
職
業
能
力
開

発
の
分
野
に
お
い
て
、
生
涯
を
通
じ
た
キ
ャ

リ
ア
形
成
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
、
学

校
か
ら
働
く
世
界
に
移
行
す
る
就
職
支
援
、

職
場
に
入
っ
て
か
ら
の
職
業
能
力
開
発
支
援

を
、義
務
教
育
か
ら
職
業
生
活
引
退
後
ま
で
、

生
涯
を
通
じ
て
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
す
な

わ
ち
、「
働
く
こ
と
を
通
じ
て
、
人
生
如
何

に
生
き
る
か
」
が
す
べ
て
の
人
に
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

自
己
理
解
は
キ
ャ
リ
ア
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
の

出
発
点
で
す
。

自
己
理
解
は
一
般
に
、
自
己
自
身
を
分
析

し
、
そ
れ
を
統
合
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
と
り
ま

す
。
分
析
と
は
自
分
を
い
く
つ
か
の
視
点
か

ら
見
つ
め
、
観
察
、
検
査
、
測
定
、
評
価
し
、

各
視
点
ご
と
に
観
察
さ
れ
た
自
分
の
特
徴
を

描
写
す
る
こ
と
で
す
。

統
合
と
は
、
分
析
さ
れ
た
自
分
の
特
徴
を

全
体
と
し
て
描
写
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ

ま
で
漠
然
と
し
て
い
た
自
己
像
を
明
ら
か
に

し
て
、自
分
の
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
で
す
。

キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
（
統
合
版
）
で

は
、
能
力
、
興
味
、
価
値
観
、
行
動
特
性
の

四
つ
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
ツ
ー
ル
が
利
用
で

き
、
設
問
に
回
答
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特

性
に
つ
い
て
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が
作
成
さ

れ
、
コ
メ
ン
ト
と
と
も
に
表
示
さ
れ
ま
す
。

自
己
理
解
と
一
体
と
な
っ
た
職
業
理
解

が
、
キ
ャ
リ
ア
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
は
絶
対
必

要
な
分
野
で
す
。

人
は
知
ら
な
い
こ
と
を
選
択
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
知
ら
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
動
機

づ
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
職
業
理
解

の
た
め
の
職
業
情
報
は
、
キ
ャ
リ
ア
・
ガ
イ

ダ
ン
ス
に
は
不
可
欠
な
要
素
で
あ
り
、ま
た
、

職
業
情
報
は
、
正
確
、
最
新
で
あ
り
、
活
用

し
や
す
く
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
で
な
い
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
（
統
合
版
）
で

は
、
4
7
4
の
職
業
に
つ
い
て
、﹇
職
業
名

か
ら
﹈、﹇
仕
事
の
分
野
か
ら
﹈、﹇
資
格
情
報

か
ら
﹈、﹇
能
力
の
特
徴
か
ら
﹈、﹇
興
味
の
特

徴
か
ら
﹈、
の
五
つ
の
検
索
方
法
に
よ
り
検

索
で
き
ま
す
。
個
別
職
業
と
し
て
は
、
職
務

内
容
の
ほ
か
、
関
連
す
る
能
力
、
興
味
、
資

格
等
に
つ
い
て
の
情
報
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と
は
、

働
く
人
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
・
ガ
イ
ダ
ン
ス

の
こ
と
で
、
平
成
13
年
に
「
職
業
能
力
開
発

促
進
法
」
で
定
め
ら
れ
、
企
業
や
就
職
支
援

の
世
界
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
は「
労

働
者
が
そ
の
適
性
や
職
業
経
験
等
に
応
じ
て

自
ら
職
業
生
活
設
計
を
行
い
、
こ
れ
に
即
し

た
職
業
選
択
や
職
業
訓
練
等
の
職
業
能
力
開

発
を
効
果
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

個
別
の
希
望
に
応
じ
て
実
施
さ
れ
る
相
談
そ

の
他
の
支
援
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、ま
さ
に
働
く
人
に
対
す
る
進
路
指
導
、

職
業
相
談
そ
の
も
の
で
す
。

キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
は
、
18
〜
34
歳

の
若
年
求
職
者
、
大
学
、
専
門
学
校
な
ど
の

在
学
生
、
卒
業
生
向
き
（
E
C
）
と
、
35
〜

69
歳
の
職
業
経
験
の
あ
る
人
を
対
象
に
し
た

も
の
（
M
C
）
で
、
今
日
の
「
生
涯
を
通
じ

た
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
」
に
最
も
ふ
さ
わ
し

い
、
長
年
に
わ
た
る
科
学
的
研
究
、
客
観
的

な
デ
ー
タ
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
た
対
話
型
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
支
援
型
の
洗
練
さ
れ
た
ガ
イ

ダ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
で
す
。

先
行
き
不
透
明
な
今
日
、我
が
国
の
若
年
、

中
年
、
高
齢
、
老
年
期
の
す
べ
て
の
働
く
人

の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
た
め
に
活
用
さ
れ
る
こ

と
を
希
望
し
ま
す
。
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1
は
じ
め
に

キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
は
、
利
用
者
が

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
自
ら
の
適
性
を
調
べ
た

り
、
職
業
情
報
を
検
索
し
た
り
、
適
性
に
合

致
し
た
職
業
を
検
索
し
た
り
、
進
路
に
関
す

る
情
報
を
入
手
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る

キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
の
最
初
の
バ
ー

ジ
ョ
ン
（In

★Sites2000

）
は
、
18
歳
か

ら
34
歳
程
度
の
若
年
者
向
け
の
シ
ス
テ
ム
と

し
て
2
0
0
1
年
に
公
表
さ
れ
、
そ
の
後

2
0
0
4
年
に
改
訂
版
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
・

イ
ン
サ
イ
ト
が
開
発
さ
れ
た
。
さ
ら
に

2
0
0
6
年
に
は
35
歳
以
上
で
就
業
経
験
の

あ
る
者
を
対
象
と
し
た
ミ
ッ
ド
・
キ
ャ
リ
ア

層
向
け
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
キ
ャ
リ
ア
・
イ

ン
サ
イ
ト
M
C
が
作
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
の
公

表
か
ら
10
年
が
経
過
し
た
2
0
1
4
年
、
新

し
い
キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
が
公
表
さ
れ

た
。こ

の
シ
ス
テ
ム
は
、若
年
版
の
キ
ャ
リ
ア
・

イ
ン
サ
イ
ト
と
キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト

M
C
の
両
方
が
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
の
中
で
利

用
で
き
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
。
キ
ャ
リ

ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
を
導
入
し
て
い
る
職
業
相

談
機
関
で
は
、
年
齢
や
経
験
が
さ
ま
ざ
ま
な

求
職
者
が
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
こ
と
が
多

い
た
め
、
二
つ
の
シ
ス
テ
ム
の
メ
ニ
ュ
ー
を

別
々
に
用
意
す
る
よ
り
は
、
一
本
化
す
る
こ

と
で
利
便
性
を
高
め
ら
れ
る
と
考
え
て
開
発

し
た
。

利
用
者
は
、
シ
ス
テ
ム
利
用
時
の
最
初
に

行
う
「
受
付
・
登
録
」
で
、
若
年
版
の
シ
ス

テ
ム
（
E
C
コ
ー
ス
）
と
M
C
版
の
シ
ス
テ

ム
（
M
C
コ
ー
ス
）
の
う
ち
使
い
た
い
コ
ー

ス
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

図
は
E
C
コ
ー
ス
を
選
ん
だ
時
に
表
示
さ

れ
る
メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
画
面
で
あ
る
。
用
意

さ
れ
て
い
る
基
本
機
能
の
構
成
は
従
来
の

キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
と
同
様
で
あ
る
が
、

今
回
の
開
発
で
は
開
発
年
の
古
い
若
年
版
の

キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
の
内
容
を
中
心
に

見
直
し
を
行
い
、
検
査
の
基
準
値
を
新
し
い

デ
ー
タ
で
作
成
し
直
し
た
ほ
か
、
適
性
評
価

の
職
業
興
味
と
行
動
特
性
に
新
し
い
尺
度
を

追
加
す
る
な
ど
機
能
面
で
の
充
実
を
図
っ

た
。
ま
た
、
質
問
項
目
の
表
示
等
も
大
き
く

見
や
す
く
し
た
り
す
る
な
ど
操
作
性
の
点
で

も
改
良
さ
れ
て
い
る
。

2
キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
の
特
徴

従
来
、
適
性
検
査
と
い
え
ば
、
紙
と
鉛
筆

で
行
う
質
問
紙
タ
イ
プ
の
も
の
が
主
流
で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
相
談
現
場
の
担
当
者

か
ら
は
、
検
査
を
実
施
す
る
時
間
や
場
所
が

確
保
で
き
な
い
、
採
点
や
結
果
の
整
理
に
手

間
が
か
か
る
、
解
釈
が
難
し
く
う
ま
く
活
用

で
き
な
い
と
い
う
意
見
を
聞
く
こ
と
が
多

か
っ
た
。
求
職
者
か
ら
検
査
を
受
け
た
い
と

い
う
要
望
が
出
て
い
て
も
、
限
ら
れ
た
ス

ペ
ー
ス
と
時
間
と
い
う
制
約
の
中
で
、
検
査

実
施
は
難
し
い
と
い
う
の
が
現
場
の
本
音
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
欧
米
で
は

1
9
6
0
年
代
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
支
援
型

の
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム

（
C
A
C
G
s
）
の
研
究
が
進
み
、
ア
メ
リ

カ
のD

iscover

やSIG
I

、
イ
ギ
リ
ス
の

P
R
O
SP
EC
T

な
ど
の
代
表
的
な
シ
ス
テ
ム

が
開
発
さ
れ
、
活
用
が
広
が
っ
た
。
Ｃ
Ａ
Ｃ

Ｇ
ｓ
を
活
用
す
れ
ば
、
検
査
の
実
施
や
採
点

作
業
に
か
か
る
手
間
と
時
間
が
節
約
で
き
る

し
、
適
性
に
関
す
る
情
報
と
職
業
に
関
す
る

情
報
の
照
合
と
い
う
労
力
の
か
か
る
作
業
を

効
率
的
に
処
理
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
も
欧
米
の
シ
ス

テ
ム
に
な
ら
っ
て
利
用
者
が
一
人
で
使
う
こ

と
が
で
き
る
C
A
C
G
s
と
し
て
開
発
さ
れ

た
。
し
た
が
っ
て
、
検
査
の
実
施
や
採
点
に

か
か
る
手
間
と
時
間
を
短
縮
し
、キ
ャ
リ
ア
・

ガ
イ
ダ
ン
ス
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
点
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
利

用
者
自
身
が
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
し
な
が
ら
自

分
の
ペ
ー
ス
で
質
問
へ
の
答
え
を
考
え
て
回 図　ECコースのメインメニュー画面
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特集●キャリア・インサイトを活用したキャリア・ガイダンス

答
し
て
い
く
た
め
、
検
査
に
対
し
て
能
動
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
意
識
を
作
り
や

す
い
こ
と
、
パ
ソ
コ
ン
を
用
い
る
の
で
質
問

紙
法
の
検
査
よ
り
は
堅
苦
し
い
雰
囲
気
が
な

く
、
気
軽
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
点
な

ど
も
好
ま
し
い
特
徴
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

一
方
、
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ

イ
ト
の
普
及
と
活
用
状
況
を
踏
ま
え
て
検
討

し
た
上
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
シ

ス
テ
ム
を
使
っ
て
適
性
評
価
が
自
動
的
に
行

え
る
か
ら
と
い
っ
て
、
利
用
者
の
進
路
や
応

募
す
べ
き
職
業
ま
で
が
自
動
的
に
決
定
で
き

る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
得
ら
れ
た
結
果
や
情

報
は
利
用
者
の
個
性
を
表
現
す
る
デ
ー
タ
で

あ
り
、
そ
れ
ら
の
資
料
を
使
っ
て
現
実
の
就

職
先
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、
相
談
担
当
者

の
支
援
が
不
可
欠
で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
を
効

果
的
に
活
用
す
る
た
め
に
は
、
担
当
者
が
相

談
の
流
れ
の
中
に
キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト

の
活
用
を
う
ま
く
組
み
込
み
、
利
用
者
の
職

業
選
択
に
役
立
て
ら
れ
る
よ
う
な
説
明
、
解

釈
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
こ
と
が
重
要
な
条

件
と
な
る
。

3
職
業
相
談
現
場
で
の
シ
ス
テ
ム
の
活
用

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
キ
ャ
リ
ア
・
イ

ン
サ
イ
ト
の
普
及
に
あ
た
っ
て
は
、
職
業
相

談
機
関
や
教
育
機
関
な
ど
、
シ
ス
テ
ム
が
利

用
さ
れ
る
現
場
で
の
有
効
な
使
い
方
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
統
合
版
の
開
発
に
際
し
、
シ
ス

テ
ム
の
基
本
的
な
機
能
が
完
成
し
た
段
階

で
、
全
国
の
公
共
職
業
安
定
所
や
相
談
機
関

等
の
利
用
希
望
施
設
に
シ
ス
テ
ム
の
試
行
運

用
を
お
願
い
し
、
利
用
開
始
か
ら
約
半
年
後

に
シ
ス
テ
ム
運
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

提
出
し
て
も
ら
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、

シ
ス
テ
ム
の
活
用
状
況
、
具
体
的
な
活
用
方

法
、
周
知
の
方
法
の
ほ
か
、
利
用
者
や
担
当

者
か
ら
の
意
見
・
感
想
を
尋
ね
る
項
目
を
用

意
し
た
。

現
在
、
57
カ
所
の
施
設
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト

が
回
収
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
が
、
以
下

に
回
答
の
一
部
を
紹
介
し
よ
う
。

1 

ど
の
よ
う
な
求
職
者
に
有
効
か

試
行
運
用
を
実
施
し
た
施
設
に
は
、
若
年

者
や
中
高
年
で
失
業
中
の
人
、
転
職
を
考
え

て
い
る
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
利
用
者
が
訪
れ

て
い
る
。

そ
の
中
で
キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
を

使
っ
て
有
効
だ
っ
た
人
に
関
す
る
回
答
を
み

る
と
、
共
通
し
て
多
か
っ
た
の
は
、
や
り
た

い
仕
事
が
わ
か
ら
な
い
な
ど
、
応
募
職
種
が

絞
り
込
め
て
い
な
い
人
、
応
募
職
種
に
一
貫

性
が
な
い
人
、
職
種
を
絞
り
込
み
過
ぎ
て
選

択
範
囲
が
狭
ま
っ
て
い
る
人
、
現
職
で
の
適

性
に
迷
い
が
あ
る
人
、
自
己
理
解
や
職
業
理

解
が
十
分
で
な
い
人
（
新
卒
者
に
多
い
）、

同
じ
よ
う
な
職
種
に
応
募
し
続
け
て
い
る
が

な
か
な
か
採
用
に
結
び
つ
か
な
い
人
、
不
採

用
が
続
き
方
向
性
を
見
失
っ
て
い
る
人
、
と

い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
本
来
の
性
格
や
緊
張
か
ら
あ
ま
り

流
暢
に
話
せ
な
い
タ
イ
プ
の
人
や
言
葉
の
少

な
い
人
の
場
合
に
も
、
キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ

イ
ト
の
活
用
は
有
効
な
よ
う
だ
。

2 

ど
の
よ
う
な
点
で
有
効
で
あ
っ
た
か

応
募
す
る
職
業
や
職
種
が
は
っ
き
り
し
て

い
な
い
求
職
者
の
場
合
に
は
、
適
性
評
価
の

結
果
を
参
考
に
し
て
自
分
自
身
の
個
性
を
理

解
し
な
が
ら
応
募
先
を
検
討
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
職
業
理
解
が
不
足
し
て
い
る
場
合

に
は
、
世
の
中
に
多
種
多
様
な
職
業
が
あ
る

こ
と
に
気
づ
い
て
も
ら
う
と
い
う
効
果
も
あ

る
よ
う
だ
。
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ま
で
は
気
が
つ
い
て
い
な
か
っ
た
自
分

自
身
の
特
徴
が
わ
か
り
、
応
募
す
る
職
種
を

替
え
た
ら
う
ま
く
就
職
で
き
た
と
い
う
よ
う

な
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
た
。

利
用
者
か
ら
は
、
じ
っ
く
り
と
自
分
の

ペ
ー
ス
で
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
、
自
分
自
身
の
振
り
返
り
に
役
立
っ
た
と

い
う
感
想
も
得
ら
れ
て
い
る
。

3 

有
効
な
使
い
方
に
つ
い
て

多
く
の
施
設
が
予
約
に
よ
っ
て
、
キ
ャ
リ

ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
の
利
用
希
望
を
受
け
付
け
、

キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
を
利
用
前
の
面
接
、

利
用
後
の
個
別
相
談
と
セ
ッ
ト
で
活
用
し
て

い
た
。特
に
利
用
後
の
説
明
は
重
要
で
あ
り
、

適
性
評
価
の
最
後
や
総
合
評
価
で
提
示
さ
れ

る
職
業
リ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
実
際
の
求
人

に
は
含
ま
れ
な
い
よ
う
な
専
門
職
が
表
示
さ

れ
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
利
用
者
が
戸
惑
っ

た
り
落
胆
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
十
分
に

注
意
し
て
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
現
実
的
な
就
職
先
と

し
て
は
考
え
に
く
い
職
業
名
が
表
示
さ
れ
た

と
き
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
か
は

多
く
の
施
設
の
担
当
者
が
難
し
い
と
感
じ
て

い
る
様
子
が
読
み
取
れ
た
。

一
方
で
、
利
用
者
に
対
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
・

イ
ン
サ
イ
ト
の
利
用
前
に
、
実
施
の
目
的
と

し
て
自
分
の
個
性
の
特
徴
を
調
べ
、
そ
れ
を

理
解
す
る
た
め
に
使
う
と
い
う
内
容
を
よ
く

説
明
し
て
お
け
ば
、
利
用
後
に
納
得
が
い
か

な
い
等
の
感
想
を
も
た
れ
る
ケ
ー
ス
は
ほ
と

ん
ど
な
い
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

4
お
わ
り
に

以
上
、
キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
の
活
用

に
つ
い
て
職
業
相
談
機
関
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
踏
ま
え
て
紹
介
し
た
が
、
最
初
に

開
発
さ
れ
た
キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
は
も

と
も
と
大
学
、
短
期
大
学
、
専
門
学
校
等
に

在
学
す
る
学
生
な
ど
の
若
年
求
職
者
層
へ
の

適
用
を
想
定
し
て
開
発
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
た
め
、
教
育
機
関
で
の
進
路
指
導
や
就

職
指
導
で
の
活
用
状
況
の
把
握
も
今
後
、
進

め
て
い
き
た
い
課
題
で
あ
る
。

こ
こ
数
年
、
キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
を

導
入
す
る
教
育
機
関
も
少
し
ず
つ
増
え
て
お

り
、
統
合
版
に
つ
い
て
も
い
く
つ
か
の
大
学

で
の
試
行
運
用
が
進
行
中
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
大
学
等
の
教
育
機
関
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
や
就
職
課
に
お
け
る
就
職
支
援
場
面
で

の
活
用
、
さ
ら
に
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
中
で

の
学
生
の
自
己
理
解
に
生
か
す
た
め
の
ツ
ー

ル
と
し
て
の
活
用
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
用
方

法
に
つ
い
て
継
続
的
に
資
料
を
集
め
、
紹
介

し
て
い
き
た
い
。
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1
は
じ
め
に

「
職
業
適
性
診
断
シ
ス
テ
ム　

キ
ャ
リ
ア
・

イ
ン
サ
イ
ト
」
は
、
若
年
層
（
E
C
）
か
ら

中
高
年
齢
層
（
M
C
）
ま
で
幅
広
く
利
用
で

き
る
総
合
的
な
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
と

し
て
、
相
談
に
活
用
し
や
す
い
ツ
ー
ル
で
あ

る
。
筆
者
の
場
合
、
主
な
活
用
場
面
は
、
①

大
学
に
お
け
る
学
生
や
大
学
院
生
を
対
象
と

し
た
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
②

大
学
院
の
臨
床
心
理
科
目
で
、
ア
セ
ス
メ
ン

ト
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
導
入
、
③
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
へ
の
来
談
者
（
大
半
が
職

業
経
験
の
あ
る
成
人
）
の
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
①
②
で

の
活
用
方
法
、
事
例
を
紹
介
す
る
。

2
大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
で
の
活
用

学
生
（
大
学
院
生
、
既
卒
生
を
含
む
）
の

キ
ャ
リ
ア
相
談
（
個
別
相
談
）
は
予
約
制
で
、

就
職
や
進
学
と
い
っ
た
進
路
や
生
き
方
ま
で

幅
広
く
対
応
し
て
い
る
。
就
職
活
動
に
関
わ

る
も
の
が
大
半
で
あ
り
、
適
性
理
解
に
関
わ

る
も
の
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
、
自
己
P
R
、

面
接
対
策
等
就
職
活
動
の
進
め
方
、
就
活
の

悩
み
な
ど
、
メ
ン
タ
ル
面
の
問
題
、
大
学
院

進
学
等
が
あ
る
。

〝
自
己
P
R
の
書
き
方
〞
と
い
っ
た
就
活

ノ
ウ
ハ
ウ
を
求
め
て
い
る
場
合
で
も
、
自
身

の
職
業
に
対
す
る
考
え
方
、
適
性
や
価
値
観

の
理
解
と
い
っ
た
基
本
を
確
認
し
、
で
き
る

だ
け
自
己
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
。
ま
た
、

学
生
は
職
業
経
験
が
少
な
く
、
将
来
の
可
能

性
を
探
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
職
業
適
性
の

把
握
は
ウ
エ
ー
ト
が
大
き
い
。

相
談
で
は
必
要
に
応
じ
て
、
能
力
、
職
業

興
味
、
性
格
、
価
値
観
等
、
各
種
の
適
性
検

査
や
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
利
用
し
て
い
る
。

ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
は
相
談
枠
約
50
分
の
中
で

は
実
施
・
採
点
・
整
理
に
時
間
が
と
ら
れ
る
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
う
ツ
ー
ル
は

相
談
個
室
内
で
利
用
で
き
な
い
。

●
個
別
相
談
で
の
利
用
方
法

キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
を
組
み
込
ん
だ

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
は
、
相
談
個
室
内
に
持
ち

込
ん
で
簡
単
に
実
施
で
き
る
。
実
施
後
即
結

果
が
得
ら
れ
る
の
で
、
一
緒
に
画
面
を
見
な

が
ら
説
明
を
し
、感
想
を
聴
き
な
が
ら
、じ
っ

く
り
相
談
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

相
談
時
間
内
で
は
、「
適
性
診
断
コ
ー

ナ
ー
」
を
利
用
す
る
こ
と
が
多
い
。

15
分
あ
れ
ば
、
適
性
評
価
（
能
力
・
興
味
・

価
値
観
・
行
動
特
性
）
を
一
つ
ワ
ン
ポ
イ
ン

ト
で
行
っ
て
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
。

約
30
分
あ
れ
ば
、
あ
ま
り
悩
ま
ず
に
答
え

ら
れ
る
学
生
で
あ
れ
ば
「
能
力
の
評
価
」「
興

味
の
評
価
」「
総
合
評
価
」ま
で
行
い
、フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
時
間
の
か

か
る
学
生
で
あ
れ
ば
、
無
理
せ
ず
自
分
の

ペ
ー
ス
で
し
て
も
ら
う
か
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス

ト
を
持
ち
帰
り
、
じ
っ
く
り
取
り
組
ん
で
も

ら
う
。
そ
も
そ
も
検
査
よ
り
傾
聴
を
優
先
す

る
こ
と
も
あ
る
）。

結
果
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
視
覚
化
さ
れ
、
コ

メ
ン
ト
も
あ
る
の
で
、
お
お
よ
そ
の
方
向
性

が
わ
か
り
や
す
い
。
学
生
の
納
得
感
が
高
ま

り
や
す
く
、
相
談
後
に
は
「
方
向
性
が
絞
れ

た
」「
自
信
に
つ
な
が
っ
た
」「
新
し
い
面
に

も
目
を
向
け
た
い
」
と
い
っ
た
肯
定
的
な
感

想
が
多
い
。

示
さ
れ
た
職
業
例
の
内
容
を
知
ら
な
い
場

合
も
、
職
業
名
を
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
、
コ
ン

パ
ク
ト
な
職
業
情
報
が
得
ら
れ
、
併
せ
て
関

連
す
る
興
味
領
域
と
能
力
の
特
徴
、
関
連
す

る
資
格
情
報
も
得
ら
れ
る
の
は
便
利
で
あ

る
。
学
生
が
知
ら
な
か
っ
た
職
業
名
で
あ
っ

て
も
、自
分
の
興
味
パ
タ
ー
ン
に
合
え
ば「
知

ら
な
か
っ
た
け
ど
、そ
れ
も
考
え
て
み
よ
う
」

と
視
野
が
広
が
る
こ
と
が
あ
る
。

●
事
例

文
系
学
部
の
4
回
生
女
子
。「
昔
か
ら
本

が
好
き
で
文
章
を
書
く
こ
と
に
興
味
が
あ

る
」
と
出
版
・
広
告
関
係
で
エ
ン
ト
リ
ー
。

し
か
し
就
職
活
動
で
出
版
社
の
人
に
直
接
話

を
聞
い
た
こ
と
で
変
わ
っ
て
い
く
。

「
漠
然
と
思
い
描
い
て
い
た
、
本
好
き
な

の
と
は
違
う
。
事
務
的
な
作
業
が
多
く
、
向

い
て
い
な
い
。
他
人
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理

や
指
示
は
で
き
そ
う
に
な
い
。
ま
た
、
編
集

の
仕
事
は
直
接
読
者
に
喜
ば
れ
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
直
接
喜
ば
れ
る
こ
と
を
し
た
い
」

そ
う
し
て
仕
事
を
一
つ
ひ
と
つ
理
解
し
、
現

実
に
落
と
し
込
め
た
。
そ
れ
か
ら
は
、「
人

キャリア・インサイトの活用

こころとキャリアのカウンセリングオフィス結
ゆう

　代表　山本公子
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と
接
す
る
、
自
分
に
興
味
が
あ
る
、
手
を
使

う
」
こ
と
で
、
自
然
派
化
粧
品
、
食
品
（
添

加
物
の
な
い
）、
体
に
い
い
も
の
、
エ
ス
テ

な
ど
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
も
の
、
人
材
会
社

等
に
希
望
を
変
更
し
て
い
っ
た
。

キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
E
C
は
適
性
や

方
向
性
の
確
認
と
し
て
、
能
力
、
興
味
、
価

値
観
、
行
動
特
性
、
総
合
評
価
ま
で
、
2
回

に
分
け
て
行
っ
た
（
結
果
例
は
、図
1
、2
）。

結
果
は
は
っ
き
り
し
た
傾
向
が
見
ら
れ
、

ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
目
指
す
方
向
性
と
合
っ
て

い
た
。

能
力
の
評
価
（
図
1
）
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
＆
サ
ポ
ー
ト
が
1
位
で
、
職
業
例
に
は
美

容
部
員
、
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン
等
が
あ
る
。

職
業
興
味
の
評
価
（
図
2
）
は
、
S
社
会

的
、
I
研
究
的
、
A
芸
術
的
の
順
に
な
り
、

C
慣
習
的
は
最
下
位
で
、
事
務
的
作
業
を
好

ま
な
い
こ
と
が
改
め
て
示
さ
れ
た
。

職
業
マ
ッ
チ
ン
グ
は
、
1
位
と
3
位
の
領

域
で
美
容
部
員
、
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン
、
絵

本
作
家
が
、
2
位
と
3
位
の
領
域
で
雑
誌
編

集
者
、
作
家
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
等
の
職
業
が
示

さ
れ
た
。
な
お
、
1
位
S
社
会
的
と
4
位
E

企
業
的
の
領
域
の
職
業
例
に
「
キ
ャ
リ
ア
・

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」
等
が
あ
る
。

基
礎
的
志
向
性
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル（
詳
細
）

で
は
、「
人
の
役
に
立
つ
」
が
満
点
で
あ
り
、

反
面
「
自
分
を
表
現
す
る
」
が
非
常
に
低
く
、

「
人
に
指
示
す
る
の
は
苦
手
、
ノ
ー
が
言
え

な
い
」
と
の
こ
と
。
ま
た
、
行
動
特
性
で
は

「
個
人
プ
レ
ー
、改
革
、組
織
人
、リ
ー
ダ
ー
、

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
、
負
け
ず
嫌
い
」
の
特
徴

が
示
さ
れ
た
。

彼
女
の
感
想
は
次
の
よ
う
だ
っ
た
。

「
興
味
と
自
信
が
客
観
的
に
わ
か
っ
た
。
エ

ン
ト
リ
ー
し
て
い
る
人
材
分
野
や
化
粧
品
な

ど
、
こ
の
方
面
で
よ
い
と
わ
か
っ
た
。
価
値

観
や
行
動
特
性
で
は
、
自
由
が
よ
い
こ
と
や
、

多
く
の
こ
と
を
す
る
よ
り
も
一
つ
の
こ
と
を

や
り
た
い
と
思
っ
た
。
落
ち
着
い
て
で
き
る

こ
と
、
ゆ
っ
く
り
、
き
っ
ち
り
向
き
合
う
特

徴
が
あ
る
と
前
か
ら
わ
か
っ
て
い
た
が
、
当

時
は
仕
事
と
結
び
つ
け
て
な
か
っ
た
。
就
活

を
し
て
い
て
、
自
分
の
揺
る
が
な
い
と
こ
ろ
、

本
当
の
性
格
、
自
分
に
と
っ
て
大
切
な
も
の

は
変
わ
ら
な
い
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
」

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
は
一
緒
に
結
果
を
見

な
が
ら
話
し
合
っ
て
、
よ
い
と
こ
ろ
を
引
き

出
す
こ
と
や
、
そ
の
人
な
ら
で
は
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
将
来
に
向
か
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ
る

よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
心
が
け
た
。
彼
女
が

自
己
理
解
を
深
め
、
目
指
す
方
向
に
自
信
を

高
め
、
就
活
を
頑
張
ろ
う
と
思
え
た
こ
と
を

確
認
し
、
そ
の
回
の
相
談
を
終
え
た
。

3
専
門
職
向
け
講
義
で
の
活
用

臨
床
心
理
各
論
（
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
の
支

援
）
の
講
義
に
お
い
て
、
キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン

サ
イ
ト
の
学
習
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
キ
ャ

リ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
用
の
ツ
ー
ル
は
初

め
て
と
い
う
人
が
多
い
が
、
キ
ャ
リ
ア
・
イ

ン
サ
イ
ト
は
、
前
も
っ
て
の
知
識
な
し
で
直

感
的
に
扱
え
る
の
で
、
ま
ず
体
験
し
て
も
ら

う
。
比
較
的
短
時
間
で
、職
業
適
性
を
調
べ
、

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
考
え
る
一
連
の
キ
ャ
リ

ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
プ
ロ
セ
ス
を
体
感

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
学
か
ら
直
接
進
学
し
た
人
と
、
社
会
人

経
験
を
経
て
入
学
し
た
人
が
い
る
の
で
、
E
C

と
M
C
を
比
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。
了
解
を
得

て
、結
果
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
見
せ
て
、話
し
合
っ

た
。
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
視
覚
化
さ
れ
、
特
徴
が

わ
か
り
や
す
く
比
較
し
や
す
い
の
で
、
こ
の

よ
う
な
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
も
適
し
て
い
る
。

心
理
職
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
希
望
で
は
あ
る

が
、働
く
場
の
希
望
は
、産
業
領
域
、若
者
キ
ャ

リ
ア
支
援
、
子
ど
も
対
象
と
異
な
っ
て
い
る
。

結
果
に
は
各
人
そ
れ
ぞ
れ
の
興
味
、
価
値

観
、
職
業
や
人
生
経
験
が
反
映
さ
れ
、
本
人

の
気
づ
か
な
い
面
や
、
ふ
だ
ん
の
印
象
と
違

う
面
も
現
れ
た
。
自
分
の
特
性
を
は
っ
き
り

と
認
識
し
、
職
業
と
結
び
つ
け
て
考
え
る
機
会

は
あ
ま
り
な
い
の
で
、
客
観
的
な
結
果
を
踏

ま
え
て
、
将
来
ど
ん
な
場
で
ど
の
よ
う
に
働

き
た
い
か
、
方
向
性
や
将
来
の
可
能
性
を
考

え
て
も
ら
う
機
会
に
な
っ
た
。

4
お
わ
り
に

以
上
、
キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
の
活
用

の
一
部
を
紹
介
し
た
。
使
い
方
や
ワ
ー
ク
を

工
夫
し
て
相
談
へ
の
効
果
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
簡

便
で
あ
り
な
が
ら
、
意
義
深
い
使
い
方
が
で

き
る
。
皆
さ
ん
も
気
軽
に
試
し
て
、
魅
力
あ

る
使
い
方
を
発
見
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

図2

図 1
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ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
横
浜（
横
浜
公
共
職
業
安

定
所
）で
は
、
従
来
、
求
職
者
支
援
に
若
年

者
版
と
ミ
ッ
ド
・
キ
ャ
リ
ア
版
の
両
方
の

「
キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
」を
利
用
し
て
き

た
。
昨
年
夏
か
ら
は
統
合
版
を
使
用
し
、
職

業
相
談
業
務
に
役
立
て
て
い
る
。

実
際
に
ど
の
よ
う
に
活
用
し
、
ど
の
よ
う

な
効
果
が
感
じ
ら
れ
る
か
等
に
つ
い
て
、
職

業
相
談
企
画
部
門
の
藤
松
俊
樹
統
括
職
業
指

導
官
と
𡈽
屋
秀
樹
上
席
職
業
指
導
官
に
お
話

を
う
か
が
っ
た
。

―
統
合
版
を
実
際
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
か
。基

本
的
に
予
約
制
で
す
。
本
庁
舎
の
隣
の

ビ
ル
に
あ
る
職
業
相
談
の
フ
ロ
ア
の
就
職
支

援
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
設
置
し
て
お
り
、
求
職

者
の
方
が
職
業
相
談
窓
口
に
お
寄
り
に
な
っ

た
と
き
に
、「
職
種
が
定
ま
ら
な
い
」「
目
標

設
定
が
う
ま
く
い
か
な
い
」
と
い
う
場
合
、

キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
を
希
望
さ
れ
れ
ば

予
約
し
て
い
た
だ
く
、
あ
る
い
は
空
い
て
い

れ
ば
そ
の
場
で
使
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
当
所
で
配
布
し
て
い
る
職
業
相
談

窓
口
の
利
用
案
内
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
で
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
ご
覧
に

な
っ
て
使
い
た
い
と
希
望
さ
れ
た
方
が
、
申

し
込
み
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
結
果
の

振
り
返
り
を
含
め
て
1
回
あ
た
り
60
分
、
1

日
6
名
ま
で
と
し
て
い
ま
す
。

利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
簡
単
に
操
作

方
法
、
趣
旨
を
説
明
し
て
ご
了
解
い
た
だ
き

ま
す
。
あ
と
は
自
分
で
実
施
し
、
結
果
を
プ

リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
持
っ
て
来
て
い
た
だ
い

て
、
私
ど
も
が
解
説
し
な
が
ら
個
別
相
談
を

行
う
、
と
い
う
流
れ
で
す
。

―
キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
は
多
機
能
で
す
が
、

や
は
り
適
性
診
断
コ
ー
ナ
ー
を
よ
く
使
わ
れ
ま
す
か
。

そ
う
で
す
ね
。
時
間
が
60
分
と
い
う
枠
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
適
性
診
断
コ
ー
ナ
ー
と
総

合
評
価
コ
ー
ナ
ー
の
一
部
が
メ
イ
ン
で
す
。

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
、
そ
の
後
の
予

約
が
入
っ
て
い
な
く
て
時
間
に
余
裕
が
あ
れ

ば
や
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
が
、
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

―
対
象
者
は
ど
の
よ
う
な
方
が
多
い
の
で
し
ょ
う

か
。主

に
は
、
職
業
選
択
に
お
い
て
混
乱
し
て

い
る
、
不
安
が
あ
る
、
自
信
を
な
く
し
て
い

る
、確
信
を
得
た
い
と
思
っ
て
い
る
、と
い
っ

た
方
に
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

職
業
相
談
の
窓
口
に
来
ら
れ
た
と
き
に
、

ど
ん
な
と
こ
ろ
に
問
題
を
抱
え
て
い
る
の
か

に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
し
て
、
そ
の
方
に

キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
が
有
効
だ
ろ
う
と

判
断
し
た
場
合
に
、「
時
間
が
あ
れ
ば
ど
う

で
す
か
」
と
勧
め
ま
す
が
、
職
種
選
択
だ
け

で
は
な
く
て
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
の
要
素
を
お

も
ち
だ
っ
た
り
す
る
と
、
も
う
少
し
じ
っ
く

り
お
話
を
聴
い
た
う
え
で
、
必
要
が
あ
れ
ば

そ
う
い
っ
た
ツ
ー
ル
を
利
用
す
る
選
択
肢
も

あ
る
と
い
う
お
話
を
し
ま
す
。

―
受
け
た
結
果
に
つ
い
て
説
明
・
相
談
し
て
い
く

中
で
、
若
年
者
の
場
合
の
特
徴
な
ど
を
お
感
じ
に
な

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

「
何
を
や
っ
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
方
が
多
い
印
象
で
す
。
職
種
が
決
め

ら
れ
な
い
。
興
味
が
拡
散
し
て
傾
向
が
見
え

な
い
、
あ
る
い
は
職
業
興
味
が
全
体
的
に
非

常
に
低
い
方
な
ど
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

結
果
を
振
り
返
る
と
き
に
最
初
に
「
こ
う

い
う
検
査
を
や
っ
た
こ
と
あ
り
ま
す
か
」
と

聞
く
ん
で
す
が
、「
こ
ん
な
感
じ
の
も
の
は

あ
る
と
思
う
」と
い
う
方
が
多
い
。
だ
か
ら
、

学
校
で
も
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
や
っ
て
い
る
と

思
う
ん
で
す
が
、
中
に
は
や
り
っ
ぱ
な
し
と

い
う
こ
と
も
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ツ
ー
ル
に
つ
い
て
先
生
方
の
知
識
不
足
で
十

分
な
解
説
が
で
き
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
。

そ
う
す
る
と
生
徒
の
記
憶
に
も
残
り
に
く
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

興
味
の
面
な
ど
は
、
大
学
、
高
校
と
い
わ

ず
中
学
の
段
階
で
、「
自
分
が
ど
ん
な
タ
イ

プ
な
の
か
、
ど
ん
な
特
性
を
も
っ
て
い
る
の

か
」
と
い
う
自
己
理
解
の
取
り
組
み
を
し
て

い
る
と
、
そ
の
後
の
進
路
も
明
確
な
目
的
を

ハローワーク横浜（神奈川県）
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キャリア・インサイトの活用
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も
っ
て
進
め
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で

す
け
れ
ど
も
。

求
職
活
動
の
機
会
に
キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ

イ
ト
を
や
っ
て
み
て
、
初
め
て
気
づ
き
を
得

る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
わ
け
で
す
。

―
中
高
年
者
の
場
合
は
い
か
が
で
す
か
。

「
こ
の
方
向
で
い
い
ん
だ
ろ
う
か
」
と
い

う
と
き
に
、「
い
い
ん
だ
」
と
確
認
し
、
自

分
で
納
得
す
る
た
め
に
受
け
る
方
が
多
い
気

が
し
ま
す
。
こ
の
方
向
で
固
ま
っ
て
は
い
る

か
ら
、
そ
の
先
も
う
少
し
細
か
い
仕
事
内
容

な
ど
を
詰
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
受
け
て

み
る
。
客
観
的
な
評
価
を
も
ら
っ
て
安
心
す

る
と
い
う
面
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
も
ま
あ
、
中
高
年
の
方
は
多
少
自
分
の

中
で
操
作
し
て
回
答
し
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
け
れ
ど
ね
。

「
本
当
は
こ
う
い
う
仕
事
は
や
り
た
く
な

い
ん
だ
け
ど
、
今
ま
で
や
っ
て
き
た
し
…
」

み
た
い
な
こ
と
も
、
や
っ
ぱ
り
考
え
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
全
体
と
し
て
利
用
者
の
方
は
ど
の
よ
う
な
感
想

を
も
た
れ
ま
す
か
。

「
す
っ
き
り
し
た
」
と
か
「
面
白
か
っ
た
」

と
満
足
し
て
帰
ら
れ
る
方
が
多
い
で
す
ね
。

申
し
込
み
は
平
均
し
て
月
に
30
件
く
ら
い
、

コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
あ
り
ま
す
。

若
い
方
な
ん
か
は
「
検
査
」
と
い
う
と
興

味
を
も
た
れ
る
ん
で
す
よ
ね
。「
相
談
」
に

対
し
て
抵
抗
が
あ
っ
た
り
、
う
ま
く
自
分
の

思
っ
て
い
る
こ
と
を
し
ゃ
べ
れ
な
い
と
か
言

い
た
く
な
い
、
と
い
う
方
に
と
っ
て
は
、
入

口
、
と
っ
か
か
り
と
し
て
入
り
や
す
い
。
パ

ソ
コ
ン
が
使
え
れ
ば
抵
抗
な
く
自
分
の
ペ
ー

ス
で
気
軽
に
で
き
る
と
い
う
の
が
こ
の
ツ
ー

ル
の
長
所
で
も
あ
り
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
を
利
用
し
よ
う

と
思
っ
た
理
由
や
現
在
悩
ん
で
い
る
こ
と
な

ど
を
聞
き
つ
つ
、
そ
こ
に
リ
ン
ク
さ
せ
な
が
ら

結
果
を
解
説
し
て
い
る
と
、「
そ
う
な
ん
で
す

よ
、
そ
こ
で
困
っ
て
る
ん
で
す
」
と
い
う
よ
う

に
問
題
点
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
く
る

の
で
、
焦
点
を
絞
っ
た
相
談
が
で
き
ま
す
。

―
実
施
後
の
説
明
・
解
説
は
、
や
は
り
大
切
で
す

ね
。そ

れ
は
不
可
欠
で
す
ね
。
全
員
に
必
ず
振

り
返
り
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
結
果

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
見
方
、
言
葉
や
数
値
の
意
味

を
解
説
し
ま
す
。
や
り
っ
ぱ
な
し
で
帰
っ
て
し

ま
わ
れ
る
と
、
画
面
に
出
て
く
る
職
業
名
や
、

「
興
味
」「
能
力
」
な
ど
の
言
葉
を
独
り
よ
が

り
に
解
釈
し
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

適
性
診
断
で
い
う
「
能
力
」
は
客
観
的
な

も
の
で
は
な
く
て
自
信
度
で
す
か
ら
、
経
験

の
あ
る
も
の
に
高
い
評
価
が
出
る
。
そ
れ
が

自
分
の
能
力
だ
と
思
っ
て
し
ま
う
と
、
か

え
っ
て
選
択
の
幅
を
狭
め
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
え
ま
す
。

「
ど
う
し
て
こ
れ
に
自
信
が
あ
る
ん
で
す

か
」
と
聞
い
て
、
本
人
が
自
分
の
こ
と
を
わ

か
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
探
る
。
そ
れ
で
、

自
己
開
示
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

興
味
の
面
で
は
、「
そ
う
い
う
の
に
行
こ
う

か
、
こ
う
い
う
の
に
行
こ
う
か
悩
ん
で
い
る

ん
で
す
ね
」、
あ
る
い
は
「
こ
こ
と
こ
こ
が
問

題
の
よ
う
に
見
え
ま
す
け
ど
、
い
か
が
で
す

か
」
と
問
い
か
け
て
み
る
と
、だ
い
た
い
「
そ

う
な
ん
で
す
よ
」
と
返
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

自
分
の
思
っ
て
い
た
こ
と
と
結
果
が
乖
離

し
て
い
る
と
い
う
の
は
あ
ま
り
な
い
よ
う
で

す
ね
。
最
初
に
、「
回
答
は
で
き
る
だ
け
考

え
込
ま
ず
に
、感
覚
的
に
答
え
て
く
だ
さ
い
」

と
言
っ
て
い
る
の
で
、皆
さ
ん
素
直
に
や
っ
て

く
れ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
。
本
人
の
こ
と

が
結
果
と
し
て
正
確
に
反
映
さ
れ
る
、
妥
当

性
・
信
頼
性
の
高
い
ツ
ー
ル
だ
と
思
い
ま
す
。

職
業
興
味
は
R
I
A
S
E
C
の
6
類
型
で

結
果
が
示
さ
れ
ま
す
が
、
本
人
の
求
職
票
を

見
な
が
ら
、
前
職
の
こ
う
い
う
と
こ
ろ
は
ど

う
だ
っ
た
か
と
具
体
的
に
聞
き
ま
す
。
販
売

職
だ
っ
た
ら
、
品
出
し
は
ど
う
だ
っ
た
か
、

接
客
、
お
金
の
計
算
は
ど
う
だ
っ
た
か
、
と

個
別
に
聞
い
て
い
く
と
検
査
の
結
果
の
形
に

近
い
と
こ
ろ
が
見
え
て
き
た
り
し
ま
す
ね
。

「
今
ま
で
苦
手
だ
っ
た
、
嫌
だ
っ
た
理
由

が
は
っ
き
り
し
た
」
と
言
わ
れ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
必
ず
し
も
興
味
が
低
い

か
ら
そ
の
職
種
に
行
か
な
い
の
で
は
な
く

て
、
原
因
が
は
っ
き
り
す
れ
ば
、
自
分
が
興

味
の
な
い
も
の
は
興
味
が
な
い
ん
だ
と
受
け

入
れ
て
、
具
体
的
な
求
人
に
対
し
て
「
な
か

な
か
こ
れ
だ
け
の
仕
事
は
な
い
」
と
割
り

切
っ
て
考
え
、
楽
し
ん
で
い
こ
う
と
思
っ
た

り
、
悩
ま
な
い
で
そ
の
仕
事
に
向
か
っ
て
い

け
た
り
す
る
、と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

解
説
の
後
に
、
継
続
し
て
支
援
し
た
ほ
う

が
よ
い
と
思
わ
れ
る
方
に
対
し
て
は
、
担
当

者
制
に
よ
る
相
談
を
勧
め
ま
す
。

―
求
職
者
支
援
ツ
ー
ル
と
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
・
イ

ン
サ
イ
ト
を
ど
の
よ
う
に
お
感
じ
で
す
か
。

キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
は
、
求
職
者
が

目
標
設
定
し
て
い
く
た
め
の
と
っ
か
か
り
、

自
己
理
解
の
入
口
の
道

具
で
す
か
ら
、
ど
う
い

う
人
に
こ
れ
を
や
っ
て

も
ら
っ
た
ら
い
い
の

か
、
G
A
T
B
な
ど
別

の
ツ
ー
ル
の
場
合
も
含

め
、
所
内
研
修
で
意
識

の
共
有
を
図
っ
て
い
ま

す
。せ
っ
か
く
信
頼
性
・

妥
当
性
の
あ
る
ツ
ー
ル

で
す
か
ら
、
対
象
と
し

て
意
味
の
あ
る
人
に
実

施
し
た
い
。
そ
う
す
れ

ば
有
効
性
の
高
い
事
例

も
増
え
、
そ
れ
を
来
所

者
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
、
よ
り

広
が
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

ハローワーク横浜本庁舎隣の横浜平和
ビル庁舎 2階では、職業訓練校業務と
個別職業相談業務を行っており、キャ
リア・インサイトはここで利用できる。

原則として予約制による実施だが、空いて
いればその場での申し込み・実施も可能。

ハローワーク横浜におけるキャリア・インサイト活用状況（平成 25 年度）
EC（若年者用） MC（ミッド・キャリア用）

計
10 代 20 代 30～34 歳 35～39 歳 40 代 50 代 60 代

10 167 64 29 55 26 10 361

（件）
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経
験
に
よ
っ
て
利
用
者
自
身
が
選
べ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
ス
ト
ー
ル

時
に
管
理
者
が
ど
ち
ら
か
を
選
択
し
て
、
片

方
だ
け
を
使
う
よ
う
に
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
こ
こ
で
の
説
明
で
は
、
便
宜
的
に
Ｅ
Ｃ

の
画
面
を
例
と
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

（
Ｅ
Ｃ
と
Ｍ
Ｃ
の
違
い
、
前
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
統
合

版
の
違
い
等
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
当
研
究
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
（
統
合
版
）
は
、

概
ね
34
歳
以
下
で
職
業
経
験
の
少
な
い
利
用

者
向
け
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
・
イ

ン
サ
イ
ト
Ｅ
Ｃ
（Early C

areer

）
が
、

35
歳
以
上
で
職
業
経
験
が
あ
る
利
用
者
向
け

の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ

ト
Ｍ
Ｃ
（M

id C
areer

）
が
用
意
さ
れ
て

い
ま
す
。
若
者
向
け
の
「
Ｅ
Ｃ
コ
ー
ス
」
と

ミ
ッ
ド
・
キ
ャ
リ
ア
向
け
の
「
Ｍ
Ｃ
コ
ー

ス
」
の
二
つ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
年
齢
、
職
業

キ ャ リ ア ・ イ ン サ イ ト

構成と機能

メインメニュー

●キャリア・インサイトの全体構造
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利
用
に
あ
た
っ
て

■
利
用
記
録
を
残
す

利
用
者
が
シ
ス
テ
ム
を
初
め
て
使
う
時

は
、
新
規
登
録
で
利
用
者
情
報
の
入
力
を
行

い
ま
す
。「
利
用
記
録
を
残
す
」
選
択
を
す

れ
ば
、
途
中
で
や
め
て
次
回
使
う
時
に
、
自

分
の
結
果
を
再
度
呼
び
出
し
て
前
回
の
続
き

か
ら
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合

は
パ
ス
ワ
ー
ド
を
登
録
し
ま
す
。

■
印
刷
す
る

キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
で
は
、
パ
ソ
コ

ン
に
プ
リ
ン
タ
ー
が
接
続
さ
れ
て
い
れ
ば
、

各
コ
ー
ナ
ー
で
得
ら
れ
た
結
果
を
印
刷
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
コ
ー
ナ
ー
ご
と
で
も
最

後
に
一
括
で
も
可
能
で
す
。

■
使
う
機
能
を
選
ぶ

キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
に
は
多
く
の
機

能
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
必
ず
し
も
す

べ
て
の
機
能
を
使
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

す
べ
て
利
用
す
る
と
１
時
間
以
上
か
か
り
ま

す
の
で
、
目
的
に
合
致
し
た
機
能
を
選
択
し

て
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
に
あ
る
「
お
す

す
め
利
用
法
」
で
コ
ー
ス
を
指
定
す
る
と
、

機
能
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
自

動
的
に
進
行
し
ま
す
。

構
成
と
各
コ
ー
ナ
ー
の
機
能

全
体
構
成
は
、
メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
に
示
さ

れ
た
と
お
り
で
す
。
１
回
利
用
す
る
と
メ

ニ
ュ
ー
に
チ
ェ
ッ
ク
印
が
入
り
ま
す
。

各
コ
ー
ナ
ー
の
主
な
機
能
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。

適
性
診
断
コ
ー
ナ
ー

能
力
、
職
業
興
味
、
価
値
観
、
行
動
特
性

と
い
う
四
つ
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
ツ
ー
ル
が
利

用
で
き
、
設
問
に
回
答
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
性
に
つ
い
て
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が
作
成

さ
れ
、
コ
メ
ン
ト
と
と
も
に
表
示
さ
れ
ま
す
。

■
能
力
の
評
価

54
項
目
の
活
動
や
作
業
に
つ
い
て
の
自
信

の
程
度
を「
自
信
が
あ
る
」〜「
自
信
が
な
い
」

ま
で
の
５
段
階
で
回
答
し
ま
す
。

結
果
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
＆
サ
ポ
ー
ト
、
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
ス
ポ
ー

ツ
＆
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、
リ
サ
ー
チ
＆
ア
ナ
ラ

イ
ズ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
ト
＆
ア
カ
ウ
ン
ト
、
ハ

ン
ド
メ
イ
キ
ン
グ
、
ア
ー
ト
＆
ク
リ
エ
イ
ト

と
い
う
八
つ
の
側
面
か
ら
、
自
信
の
程
度
が

適
性
診
断
コ
ー
ナ
ー

チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
、
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が
作
成
さ

れ
ま
す
。

そ
の
後
、
上
位
三
つ
の
自
信
の
高
い
能
力

に
つ
い
て
４
７
４
個
の
職
業
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

と
の
照
合
が
行
わ
れ
、
適
職
リ
ス
ト
が
作
成

さ
れ
ま
す
。

こ
こ
で
の
能
力
評
価
は
、
客
観
的
に
測
定

さ
れ
た
真
の
能
力
水
準
を
示
す
も
の
で
は
な

く
、
利
用
者
自
身
の
自
己
評
価
に
基
づ
い
た

も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
す
。

（
た
だ
、
開
発
過
程
で
そ
の
関
係
を
分
析
・

検
討
し
た
と
こ
ろ
、
自
己
評
価
で
あ
っ
て
も

真
の
能
力
の
レ
ベ
ル
を
反
映
し
て
い
る
可
能

性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
結
果
が
見
ら
れ
ま

し
た
。）

■
職
業
興
味
の
評
価

職
業
に
関
連
す
る
活
動
や
作
業
に
関
す
る

30
項
目
に
つ
い
て
、「
や
り
た
い
」「
ど
ち
ら

おすすめ利用法

能力の評価　能力プロフィールに合致した職業リスト

能力の評価　回答画面

能力の評価　プロフィール

特集●キャリア・インサイトを活用したキャリア・ガイダンス
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■
行
動
特
性
の
評
価

職
務
を
行
う
時
に
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と

り
が
ち
な
の
か
、
と
い
う
仕
事
に
関
連
し
た

行
動
傾
向
や
考
え
方
、
感
じ
方
を
把
握
す
る

た
め
の
ツ
ー
ル
で
す
。

Ｅ
Ｃ
で
は
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
性
格
・

傾
向
チ
ェ
ッ
ク
と
い
う
二
つ
の
評
価
ツ
ー
ル

が
あ
り
、
Ｍ
Ｃ
で
は
性
格
・
傾
向
チ
ェ
ッ
ク

の
み
が
あ
り
ま
す
。

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
民
間
企
業
に

就
職
後
の
４
年
目
を
想
定
し
、
会
社
内
で
起

こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
ど
う
行
動
す
る
か

を
回
答
し
、
行
動
特
性
の
傾
向
を
調
べ
ま
す
。

結
果
は
、
個
人
プ
レ
ー
―
チ
ー
ム
プ
レ
ー
、

保
守
―
改
革
、
自
由
人
―
組
織
人
、
フ
ォ
ロ

ア
ー
―
リ
ー
ダ
ー
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
―

ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
、
マ
イ
ペ
ー
ス
―
負
け
ず

嫌
い
と
い
う
六
つ
の
軸
で
整
理
さ
れ
、
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
が
作
成
さ
れ
、
五
つ
の
職
群
と
の

照
合
結
果
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

性
格
・
傾
向
チ
ェ
ッ
ク
は
、
基
礎
的
な
性

格
特
性
・
思
考
特
徴
、
好
き
な
職
場
イ
メ
ー

ジ
、
得
意
と
す
る
対
人
関
係
業
務
等
に
つ
い

て
調
べ
ま
す
。

基
礎
的
な
性
格
特
性
・
思
考
特
徴
は
、
Ｅ

Ｃ
で
は
、
ス
ト
レ
ス
へ
の
耐
性
、
変
化
へ
の

欲
求
、
自
信
の
あ
る
態
度
の
三
つ
の
観
点
か

ら
特
性
が
表
示
さ
れ
、
Ｍ
Ｃ
で
は
、
そ
れ
ら

に
加
え
て
、
経
験
へ
の
肯
定
感
と
い
う
観
点

が
あ
り
ま
す
。

好
き
な
職
場
イ
メ
ー
ジ
は
、上
側
が
「
ゆ
っ

た
り
し
た
職
場
」、
下
側
が
「
動
き
の
多
い

職
場
」
と
な
っ
て
い
る
縦
軸
と
、左
側
が
「
伝

統
に
こ
だ
わ
ら
な
い
自
由
な
職
場
」、
右
側

が
「
伝
統
や
慣
習
を
重
視
す
る
保
守
的
な
職

場
」
と
な
っ
て
い
る
横
軸
の
組
み
合
わ
せ
で

示
さ
れ
た
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
で
、
自
分
の
好
む

職
場
環
境
が
視
覚
的
に
理
解
で
き
る
よ
う
に

と
も
い
え
な
い
」「
や
り
た
く
な
い
」
の
３

段
階
で
回
答
し
ま
す
。

結
果
は
、
職
業
レ
デ
ィ
ネ
ス
・
テ
ス
ト
等

と
同
じ
く
、
ア
メ
リ
カ
の
職
業
心
理
学
者
ホ

ラ
ン
ド
に
よ
る
職
業
興
味
の
６
領
域
に
対
す

る
興
味
の
程
度
（
現
実
的
領
域
、
研
究
的
領

域
、
芸
術
的
領
域
、
社
会
的
領
域
、
企
業
的

領
域
、
慣
習
的
領
域
）
お
よ
び
日
常
生
活
の

三
つ
の
基
礎
的
志
向
性
に
関
す
る
関
心
の
程

度
（
対
情
報
志
向
、
対
人
志
向
、
対
物
志
向
）

を
用
い
て
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が
作
成
さ
れ
ま

す
。基

礎
的
志
向
性
で
は
、
三
つ
の
各
志
向
性

を
構
成
す
る
さ
ら
に
詳
し
い
要
素
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
Ｅ
Ｃ
と
Ｍ
Ｃ
で
は
構
成
要

素
が
異
な
り
ま
す
）。

そ
し
て
、
職
業
興
味
の
上
位
３
領
域
を

使
っ
て
適
職
リ
ス
ト
が
作
成
さ
れ
ま
す
。

■
価
値
観
の
評
価

職
業
を
選
択
す
る
時
に
、
求
職
者
が
ど
の

よ
う
な
条
件
を
重
視
し
て
い
る
の
か
、
希
望

す
る
働
き
方
や
職
業
の
タ
イ
プ
は
ど
の
よ
う

な
も
の
な
の
か
を
調
べ
ま
す
。

結
果
は
、
①
職
業
選
択
の
際
に
考
え
な
く

て
は
な
ら
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
に
対
す
る

重
視
度
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
、
②
仕
事
重
視
、

会
社
重
視
、
環
境
重
視
と
い
う
視
点
か
ら
見

た
時
の
利
用
者
の
特
徴
、
③
希
望
す
る
職
業

の
タ
イ
プ
別
、
望
ま
し
い
働
き
方
の
タ
イ
プ

別
価
値
観
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
比
較
、
の
三
つ

の
側
面
か
ら
評
価
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
利
用
者
が
選
択
し
た
職
業
お
よ
び

働
き
方
の
タ
イ
プ
と
同
じ
タ
イ
プ
を
選
ん
だ

人
た
ち
の
各
条
件
に
関
す
る
平
均
値
（
あ

ら
か
じ
め
集
め
ら
れ
た
基
準
デ
ー
タ
に
基
づ

く
）
を
自
分
の
結
果
と
比
較
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

職業興味の評価　基礎的志向性のプロフィール

価値観の評価　プロフィール

行動特性の評価　好きな職場イメージの特徴のプロフィール

職業興味の評価　興味領域のプロフィール
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短
期
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
は
、
現
在
の
就
職
活

動
や
職
業
選
択
に
向
け
て
確
認
し
た
い
資
料

な
ど
を
提
供
す
る
も
の
で
、「
希
望
す
る
職

業
と
の
相
性
診
断
」
と
「
就
職
準
備
度
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
」
と
い
う
二
つ
の
パ
ー
ツ
が
あ
り

ま
す
。
長
期
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
は
、
直
近
の

就
職
だ
け
で
な
く
、
60
歳
代
ま
で
の
長
期
的

な
視
点
で
自
分
自
身
の
仕
事
、
家
庭
生
活
、

個
人
的
な
趣
味
、
活
動
を
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
を
整
理
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
で
す
。

Ｍ
Ｃ
で
は
、「
希
望
す
る
職
業
と
の
相
性

診
断
」
と
Ｅ
Ｃ
の
「
長
期
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
」

に
あ
た
る
「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
」
の
二
つ
の

機
能
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

ユ
ー
ザ
ー
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ

キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
を
使
っ
て
最
後

に
何
が
自
分
に
と
っ
て
得
ら
れ
た
の
か
、
理

ユ
ー
ザ
ー
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ

解
で
き
た
の
か
を
利
用
者
自
身
が
振
り
返
る

た
め
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

シ
ス
テ
ム
利
用
後
の
感
想
や
使
い
方
に
関

す
る
11
の
質
問
に
対
し
て
、
回
答
し
ま
す
。

結
果
と
し
て
、
シ
ス
テ
ム
利
用
後
の
ま
と
め

の
画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

こ
の
画
面
に
は
、
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
職

業
選
択
の
プ
ロ
セ
ス
が
示
さ
れ
て
お
り
、
以

下
の
各
ス
テ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
利
用
者
が
ど

の
程
度
満
足
し
た
の
か
が
わ
か
り
ま
す
。

①　

自
己
理
解
（
適
性
に
つ
い
て
理
解
し
た
）

②　

職
業
理
解
（
職
業
に
つ
い
て
理
解
し
た
）

③　

自
己
理
解
と
職
業
理
解
（
自
分
の
適
性
に

合
っ
た
職
業
が
わ
か
っ
た
）

④　

意
思
決
定
（
就
き
た
い
職
業
が
決
ま
っ
た
）

⑤　

行
動
計
画
（
希
望
す
る
仕
事
に
就
く
た
め
に

何
を
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
っ
た
）

⑥　

実
行

⑦　

就
職

な
っ
て
い
ま
す
。

得
意
と
す
る
対
人
関
係
業
務
は
、
対
人
接

触
へ
の
意
識
、
対
人
応
対
へ
の
自
信
、
電
話

で
の
や
り
と
り
、
と
い
う
三
つ
の
視
点
か
ら

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が
描
か
れ
ま
す
。

総
合
評
価
コ
ー
ナ
ー

能
力
と
興
味
の
二
つ
の
適
性
を
総
合
的
に

見
た
場
合
の
個
人
の
特
徴
と
、
職
業
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
満
足
リ
ス

ト
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ス
ト
、
条
件
付
き
リ
ス

ト
と
い
う
３
種
類
の
観
点
か
ら
職
業
の
リ
ス

ト
が
作
成
さ
れ
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
す
る
に
は
、
適
性

診
断
コ
ー
ナ
ー
で
能
力
の
評
価
と
職
業
興
味

の
評
価
の
両
方
を
あ
ら
か
じ
め
実
施
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

総
合
評
価
コ
ー
ナ
ー

職
業
情
報
コ
ー
ナ
ー

４
７
４
の
職
業
に
つ
い
て
、﹇
職
業
名
か

ら
﹈、﹇
仕
事
の
分
野
か
ら
﹈、﹇
資
格
情
報
か

ら
﹈、﹇
能
力
の
特
徴
か
ら
﹈、﹇
興
味
の
特
徴

か
ら
﹈
の
五
つ
の
検
索
方
法
に
よ
り
検
索
で

き
ま
す
。

個
別
職
業
と
し
て
は
、
職
務
内
容
の
ほ
か
、

関
連
す
る
能
力
、
興
味
、
資
格
等
に
つ
い
て

の
情
報
が
提
供
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
適
性

診
断
や
総
合
評
価
で
職
業
適
性
と
の
照
合
を

す
る
際
に
用
い
ら
れ
る
職
業
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー

Ｅ
Ｃ
で
は
、
短
期
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
と
長

期
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

職
業
情
報
コ
ー
ナ
ー

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー

総合評価　能力と興味の総合評価のプロフィール

総合評価　３つの職業リスト

キャリアプランニング　長期キャリアプラン

職業情報

特集●キャリア・インサイトを活用したキャリア・ガイダンス

＊「キャリア・インサイト　利用の手引」（独立行政法人 労働政策研究・研修機構）より
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料
理
の
道
か
ら
金
属
熱
処
理
へ

―
―
現
在
の
仕
事
に
就
か
れ
る
ま
で
の
経
緯

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

文
珠
川　

私
は
商
業
高
校
の
出
身
で
す
。
高

校
卒
業
後
は
大
手
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
勤
め
ま

し
た
。
料
理
に
関
心
が
あ
っ
た
の
で
レ
ス
ト

ラ
ン
に
就
職
し
た
の
で
す
が
、
2
年
あ
ま
り

で
辞
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
と
い
う
の

も
職
場
の
実
態
が
私
の
思
い
と
は
大
き
く
隔

た
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
私
は
料
理
を
覚
え

る
に
は
厳
し
い
修
業
が
必
要
だ
と
覚
悟
し
て

い
た
の
で
す
が
、
そ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
ほ
と

ん
ど
が
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
て
い
て
、
料
理
の

技
術
を
き
ち
ん
と
身
に
つ
け
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
は
と
い
う
思
い
が
日
増
し
に
強
く

な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
次
の
仕
事
を
探

し
て
い
る
と
き
に
、
た
ま
た
ま
新
聞
に
載
っ

た
上
島
熱
処
理
工
業
所
の
求
人
広
告
を
目
に

し
た
の
で
す
。

―
―
料
理
と
は
全
く
違
っ
た
分
野
の
業
種
で

す
ね
。

文
珠
川　

し
か
も
私
は
工
業
関
係
は
と
て
も

苦
手
と
い
う
意
識
が
あ
り
ま
し
た
。
事
実
、

中
学
校
の
と
き
の
技
術
の
成
績
は
あ
ま
り
よ

く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
応
募
し
た
の
は

求
人
広
告
に
あ
っ
た
「
や
る
気
次
第
」
と
い

う
言
葉
に
魅
か
れ
た
か
ら
で
す
。
不
安
が
な

か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
と
も
か

く
応
募
し
て
み
よ
う
と
決
心
し
ま
し
た
。
21

歳
を
過
ぎ
た
こ
ろ
で
し
た
ね
。

―
―
全
く
未
知
の
分
野
に
踏
み
出
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。
実
際
の
仕
事

に
就
か
れ
て
、
そ
れ
ま
で
の
自
分

の
思
い
と
の
隔
た
り
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
か
。

文
珠
川　

厳
し
い
仕
事
で
あ
る
こ

と
は
覚
悟
し
て
い
ま
し
た
し
、
そ

の
よ
う
な
こ
と
で
悩
む
と
い
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
む
し

ろ
、
自
分
が
考
え
て
い
た
通
り
の

仕
事
で
し
た
ね
。

確
か
に
技
術
系
の
分
野
は
苦
手

だ
っ
た
け
れ
ど
も
、
も
の
づ
く
り

が
嫌
い
だ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
む
し
ろ
好
き
で
し
た
。
料

理
の
道
に
進
も
う
と
考
え
た
の

も
、
広
い
意
味
で
の
も
の
づ
く
り

だ
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

仕
事
に
集
中
し 

期
待
通
り
の
製
品
を
つ
く
る

―
―
金
属
の
熱
処
理
に
は
、
大
き
く
分
け

て
「
焼
な
ら
し
」「
焼
な
ま
し
」「
焼
入
れ
」「
焼

戻
し
」
の
四
つ
の
種
類
が
あ
る
そ
う
で
す

ね
（＊）

。
文
珠
川　

え
え
。
入
社
後
2
年
あ
ま
り
は
先

輩
社
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
焼
入
れ
の

仕
事
に
従
事
し
、
熱
処
理
の
基
本
を
教
わ
り

ま
し
た
。今
は
焼
戻
し
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

―
―
焼
戻
し
と
い
う
仕
事
の
面
白
さ
や
や
り

が
い
は
、
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

文
珠
川　

焼
戻
し
と
い
う
の
は
、
焼
入
れ
後

に
硬
い
け
れ
ど
も
も
ろ
く
な
っ
た
金
属
の
粘

り
を
強
め
、靭じ
ん

性
を
高
め
て
い
く
仕
事
で
す
。

見
た
目
に
は
焼
入
れ
の
よ
う
な
派
手
さ
は
な

く
地
味
な
仕
事
で
す
が
、
製
品
の
仕
上
が
り

を
決
め
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

一
つ
ひ
と
つ
の
製
品
は
大
き
さ
も
形
も
違

い
ま
す
。
ま
た
用
途
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る

硬
さ
も
違
う
。
お
客
様
か
ら
求
め
ら
れ
る
硬

さ
に
す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
温
度
で
ど
れ

く
ら
い
の
時
間
を
か
け
て
焼
戻
し
を
す
れ
ば

よ
い
の
か
、
私
が
決
め
ま
す
。
こ
の
「
自
分

で
決
め
る
」と
い
う
こ
と
が
面
白
い
の
で
す
。

こ
の
仕
事
に
就
い
た
最
初
の
こ
ろ
は
い
っ

た
い
ど
の
く
ら
い
の
温
度
に
す
れ
ば
指
定
さ

れ
た
硬
さ
に
な
る
の
か
わ
か
ら
ず
苦
労
し
ま

し
た
が
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
ぴ
っ

た
り
と
合
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
が

や
り
が
い
で
も
あ
り
ま
す
。

焼戻しは温度と時間の管理が重要で、気を抜くことができない。

文珠川さんは、全く違う分野から転職し、金属熱処理の仕事に携わるようになりました。これまで努力を重
ねて腕を磨き、金属熱処理の仕事にいそしんできました。その技能は各方面から高く評価され、45歳という若
さで平成25年度「現代の名工」に認定されました。文珠川さんはそこに満足することなく、日々精進しています。

 ●熱処理技能者　文珠川拓実さん
もんじゅがわ・たくみ●1968 年兵庫県生まれ。幼少時に東京に移る。商業高校卒業後、
大手レストランに就職。同レストランを退職後、株式会社上島（かみじま）熱処理工業所
に入社。現在、同社製造部係長。特級金属熱処理技能士。平成23年度東京都優秀技能者（東
京マイスター）、平成 25年度「現代の名工」に認定される。その優れた熱処理技術で「下
町ボブスレー」として話題になったボブスレー製作にも携わった。

自分の「腕」が品質を決める…
そこに面白さを感じ、
責任を全うする

＊ 金属熱処理とは、加熱と冷却を組み合わせることで金属素材の形を変えずに、その用途に見合うように
性質を変化させること。金属熱処理には大きく分けて「焼ならし＝通常の状態にする」「焼なまし＝軟化
させる」「焼入れ＝硬度を高める」「焼戻し＝粘りを強め、靱性を高める」の4種類がある。焼入れ後の金
属は硬いがもろくなっているので、焼戻しによって靱性を高める。
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●「しごとインタビュー」のバックナンバーがウェブサイトで読めます。
（雇用問題研究会ホームページ）http://www.koyoerc.or.jp/sigoto.html

―
―
厳
し
さ
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す

か
。

文
珠
川　

高
温
の
金
属
を
扱
う
仕
事
な
の

で
、
夏
は
大
変
で
す
ね
。
ま
た
、
焼
戻
し
の

時
間
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
か
も
苦
労
す

る
と
こ
ろ
で
す
。
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
よ
う

に
、
焼
戻
し
は
焼
入
れ
の
後
の
工
程
で
す
。

そ
の
た
め
焼
入
れ
の
進
捗
状
況
に
よ
っ
て
、

焼
戻
し
の
時
間
帯
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
最

も
適
し
た
時
間
に
焼
戻
し
を
す
る
た
め
、
場

合
に
よ
っ
て
は
土
曜
や
日
曜
に
出
勤
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
が
つ
ら
い

と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
仕
事
が

好
き
だ
か
ら
で
す
。

―
―
仕
事
で
は
ど
ん
な
こ
と
を
心
が
け
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

文
珠
川　

と
に
か
く
集
中
し
て
仕
事
を
す
る

こ
と
で
す
ね
。
仕
事
を
し
て
い
る
と
き
は
呼

び
か
け
ら
れ
て
も
気
づ
か
な
い
く
ら
い
で

す
。「
集
中
し
て
い
な
か
っ
た
な
あ
」と
思
っ

た
ら
、
ど
こ
か
に
問
題
が
な
い
か
念
入
り
に

確
認
す
る
こ
と
が
癖
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
自
分
で
は
「
絶
対
大
丈
夫
」
と
思
っ
て

も
、
何
回
も
確
認
し
ま
す
。

焼
戻
し
で
は
温
度
と
時
間
の
管
理
が
大
切

な
の
で
す
が
、
そ
こ
で
手
を
抜
い
て
し
ま
う

と
必
ず
結
果
に
現
れ
ま
す
。
自
分
の
不
注
意

で
万
が
一
に
も
品
質
を
落
と
し
て
し
ま
え

ば
、
会
社
の
評
価
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
、

そ
の
命
運
を
左
右
し
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
う
い

う
意
味
で
は
「
製
品
の
一
つ
ひ
と
つ
が
常
に

試
さ
れ
て
い
る
」
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

―
―
会
社
で
は
技
能
士
の
育
成
に
力
を
入

れ
、
資
格
の
取
得
を
強
く
推
奨
し
て
い
る
よ

う
で
す
ね
。

文
珠
川　

私
も
入
社
し
て
間
も
な
く
、
資
格

取
得
の
た
め
に
先
輩
か
ら
の
指
導
を
受
け
ま

し
た
。
ま
た
外
部
の
講
習
会
に
も
参
加
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
勉
強
が
資
格

取
得
に
は
大
変
役
に
立
ち
ま
し
た
。
そ
う
し

て
金
属
熱
処
理
技
能
士
の
2
級
と
1
級
の
資

格
を
取
り
ま
し
た
。
正
直
、
勉
強
は
好
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
な
り
に
必
死
に
が

ん
ば
り
検
定
に
備
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
さ

ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
し
よ
う
と
考
え
、
特

級
の
資
格
も
取
り
ま
し
た
。

「
面
白
い
仕
事
」
に
出
会
う
こ
と
で 

幸
せ
に
な
れ
る

―
―
平
成
25
年
度
「
現
代
の
名
工
」
に
も
選

ば
れ
ま
し
た
ね
。

文
珠
川　

正
直
、い
さ
さ
か
戸
惑
い
ま
し
た
。

授
賞
式
に
参
加
し
た
ら
、
ほ
か
の
み
な
さ
ん

は
見
る
か
ら
に
「
名
工
」
と
い
う
雰
囲
気
を

も
っ
た
方
ば
か
り
で
し
た
。
私
は
45
歳
で
、

「
名
工
」
と
呼
ば
れ
る
に
は
ま
だ
ま
だ
若
輩

で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
せ
っ
か
く
の
機
会
で
す
か
ら
こ
れ
を

励
み
と
し
て
さ
ら
な
る
精
進
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
後
輩
を
指
導
す
る
と
き
は
、
ど
ん
な
点

に
注
意
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

文
珠
川　
「
こ
れ
を
や
っ
て
く
れ
」
と
い
う

だ
け
で
は
な
く
、
な
ぜ
そ
の
作
業
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
を
説
明
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
熱
処
理
の
一
つ
ひ
と
つ
の
作
業
に

は
そ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
き
ち
ん
と

し
た
理
由
が
あ
る
の
で
す
。
そ
れ
を
理
解
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、
そ
の
作
業
の
大
切
さ
が
わ

か
り
、
技
能
も
身
に
つ
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
近
年
、
若
い
人
た
ち
の
就
職
が
な
か
な

か
難
し
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
し
、
面
白

い
仕
事
と
出
会
う
と
い
う
経
験
も
少
な
く

な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
環

境
の
中
に
あ
る
若
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
お

願
い
し
ま
す
。

文
珠
川　

先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
私

は
転
職
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
「
面
白
い
」

「
好
き
だ
」
と
い
え
る
仕
事
に
出
会
い
ま
し

た
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
幸
運
だ
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
厳
し
い
環
境
の
中

で
も
面
白
い
仕
事
に
出
会
う
た
め
の
努
力
は

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
入
社
数
カ
月
で
辞
め
て
し
ま
う

の
は
感
心
し
ま
せ
ん
。
そ
の
仕
事
が
本
当
に

自
分
に
合
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
見
極
め
る

に
は
少
な
く
と
も
1
年
や
2
年
は
か
か
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
同
じ
会
社
で
数
年

後
に
面
白
い
仕
事
に
出
会
う
か
も
し
れ
な
い

し
、
同
じ
仕
事
で
も
あ
る
程
度
の
時
間
が

経
っ
て
か
ら
や
り
が
い
を
感
じ
る
よ
う
に
な

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

私
は
そ
れ
ま
で
と
は
全
く
違
う
分
野
に
進

む
こ
と
で
、
面
白
い
と
思
え
る
仕
事
に
出
会

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
に
し
て

仕
事
の
面
白
さ
と
出
会
う
か
は
、
人
に
よ
っ

て
も
違
う
し
、
環
境
に
よ
っ
て
も
異
な
る
の

で
一
概
に
は
い
え
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ

面
白
い
仕
事
に
出
会
う
こ
と
で
、
人
は
幸
せ

に
な
れ
る
と
い
う
こ
と
は
確
か
で
す
。
私
が

そ
う
で
す
か
ら
。

文珠川さんは、後輩の指導をする際には、一つひとつの工程につい
てその必要性を説明するようにしている。
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経
営
理
念
・
人
事
理
念
を
掲
げ

社
員
教
育
の
方
向
性
を
明
確
化

ヒ
ロ
ハ
マ
は
昭
和
22
年
に
創
業
、
缶
パ
ー

ツ
の
メ
ー
カ
ー
と
し
て
国
内
市
場
の
6
割
余

り
を
占
め
る
業
界
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
カ
ン

パ
ニ
ー
で
す
。
現
在
、
国
内
で
は
2
営
業
所

（
東
京
・
大
阪
）、
2
工
場
（
千
葉
・
大
阪
）

の
ほ
か
関
連
工
場
・
関
連
会
社
が
あ
り
、
中

国
と
イ
ン
ド
に
も
拠
点
を
設
け
て
い
ま
す
。

同
社
は
社
員
教
育
に
熱
心
な
こ
と
で
知
ら

れ
、「
キ
ャ
リ
ア
支
援
企
業
2
0
1
3　

厚

生
労
働
大
臣
表
彰
」
を
受
け
て
い
ま
す
。

ヒ
ロ
ハ
マ
は
経
営
理
念
の
中
に
「
一
人
一

人
の
持
つ
全
て
の
能
力
を
、
共
に
ベ
ス
ト
の

形
で
花
開
か
せ
よ
う
」
と
謳
い
、
そ
れ
を
実

践
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
次
の
よ

う
な
人
事
理
念
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

一 　

社
会
人
と
し
て
は
、
常
識
や
高
い
倫
理

観
を
持
ち
、
周
り
の
方
々
に
絶
え
ず
感
謝

の
気
持
ち
を
持
ち
つ
つ
、
職
場
の
仲
間
や

家
庭
・
家
族
を
大
切
に
し
、
よ
き
働
き
掛

け
を
し
て
い
き
ま
す
。

一 　

企
業
人
と
し
て
は
、
勉
学
に
励
み
、
公

正
・
透
明
で
良
識
あ
る
行
動
を
自
ら
率
先

し
て
行
い
、
会
社
を
通
じ
社
会
に
貢
献
し

ま
す
。

さ
ら
に
こ
の
人
事
理
念
を
具
体
化
す
る
指

針
と
し
て
社
員
育
成
方
針
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
旺
盛
な
社
員
を
育
成
し

ま
す
。

・
販
売
の
本
物
の
プ
ロ
・
製
造
の
本
物
の
プ

ロ
を
育
成
し
ま
す
。

・
人
間
的
に
魅
力
あ
る
社
員
を
育
成
し
ま
す
。

こ
う
し
た
経
営
理
念
・
人
事
理
念
、
社
員

育
成
方
針
を
掲
げ
た
成
果
に
つ
い
て
、
代
表

取
締
役
社
長
の
本
多
三
郎
さ
ん
は
「
自
ら
学

ぶ
と
い
う
風
土
が
社
内
に
で
き
ま
し
た
。
ま

た
対
外
的
に
も
企
業
と
し
て
の
考
え
を
明
確

に
示
す
こ
と
が
で
き
、
定
期
採
用
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

ヒ
ロ
ハ
マ
で
は
新
人
を
募
集
す
る
際
は
そ

の
年
度
の
採
用
計
画
を
立
て
、
採
用
コ
ン
セ

プ
ト
を
明
確
に
し
て
い
ま
す
。
応
募
者
た
ち

は
工
場
を
見
学
し
、
筆
記
試
験
と
二
度
の
面

接
を
受
け
ま
す
。

「
学
生
さ
ん
た
ち
に
は
会
社
を
よ
く
見
て

ほ
し
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。
わ
が
社
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
仕
事
が
あ
り
、
自
分
に
合
っ
た
ポ

ジ
シ
ョ
ン
が
き
っ
と
あ
る
は
ず
で
す
。
一
度

配
属
に
な
っ
た
ら
そ
こ
で
生
涯
を
過
ご
す
わ

け
で
は
な
く
、
自
分
が
活
躍
で
き
る
新
た
な

仕
事
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
の
で
す
」（
本
多

社
長
）

特
色
あ
る
職
能
資
格
制
度
と

自
己
申
告
制
度

ヒ
ロ
ハ
マ
の
人
材
育
成
の
大
き
な
特
色
の

一
つ
は
職
能
資
格
制
度
で
す
。
こ
れ
は
そ
れ

ぞ
れ
の
仕
事
に
つ
い
て
「
資
格
要
件
表
」
が

あ
り
、
等
級
に
応
じ
た
資
格
要
件
が
定
め
ら

れ
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
の「
資
格
要
件
表
」

の
等
級
は
人
事
考
課
に
反
映
さ
れ
ま
す
。
上

級
へ
進
む
場
合
は
そ
の
資
格
要
件
を
満
た
し

て
い
る
か
ど
う
か
、
担
当
上
司
が
個
別
に
面

談
し
ま
す
。

「
各
等
級
の
要
件
を
具
体
的
に
示
し
人
事

考
課
と
連
動
さ
せ
た
こ
と
で
、
社
員
の
『
自

ら
学
ぶ
』
と
い
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
確
実

に
上
が
り
ま
し
た
」（
本
多
社
長
）

自
分
に
見
合
っ
た
職
場
に
異
動
す
る
た
め

の
自
己
申
告
制
度
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
毎

年
2
月
、
社
員
が
「
自
己
申
告
書
」
に
現
在

の
仕
事
に
対
す
る
自
己
評
価
や
過
去
1
年
間

の
目
標
と
成
果
、
今
後
1
年
間
の
目
標
、
今

後
の
異
動
な
ど
に
つ
い
て
記
入
し
て
、
所
属

長
に
提
出
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
社
長
・
会

長
・
部
門
長
と
個
別
に
面
談
す
る
も
の
で
す
。

「
人
は
自
分
に
適
し
た
仕
事
で
こ
そ
、
大

き
く
成
長
し
ま
す
。
自
己
申
告
制
度
は
そ
の

実
現
を
図
る
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
社
員
一

人
ひ
と
り
と
幹
部
と
の
間
で
会
社
が
目
指
す

べ
き
方
向
性
の
す
り
合
わ
せ
を
行
う
と
い
う

意
味
も
あ
り
ま
す
」（
本
多
社
長
）

ほ
か
に
も
地
位
や
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
応
じ
て

さ
ま
ざ
ま
な
職
業
能
力
開
発
の
機
会
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
中
堅
以
上
の
社
員

を
対
象
と
し
た
外
部
講
師
に
よ
る
個
別
指

導
、
係
長
以
上
を
対
象
と
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
講
習
会
な
ど
で
す
。
ま
た
有
志
に
よ
る

テ
ー
マ
ご
と
の
自
主
的
な
勉
強
会
が
あ
っ
た

り
、
毎
年
3
月
を
「
通
信
教
育
強
化
月
間
」

と
し
た
り
と
、
自
ら
学
ぶ
多
く
の
機
会
が
用

意
さ
れ
て
い
ま
す
。

ヒ
ロ
ハ
マ
で
は
各
事
業
所
が
独
立
し
て
業

績
を
出
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、
各
事
業

所
・
各
課
の
担
当
者
は
年
間
計
画
の
実
現
状

況
・
課
題
を
週
単
位
に
落
と
し
込
ん
で
、
そ

の
結
果
を
毎
週
、社
長
に
報
告
し
て
い
ま
す
。

本
多
社
長
は
こ
の
方
法
に
つ
い
て
「
絶
え
ず

計
画
を
確
認
し
機
会
損
失
を
発
生
さ
せ
な
い

た
め
に
設
け
た
制
度
で
、
社
員
教
育
の
一
環

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
そ
の
目
的
を

語
っ
て
い
ま
す
。

本社所在地：東京都墨田区
事業内容：缶パーツ一式、その他付属品一式、関連機器の製造
従業員数：125 名（平成 26 年 5月現在）

能力開発のために能力開発のために
重層的な制度を構築し、重層的な制度を構築し、

社員のモチベーションをアップ社員のモチベーションをアップ

株式会社ヒロハマ

千葉工場
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プロフィール  
ふみかわ　みのる●キャリア・カウンセラー、経営コン
サルタント。大学卒業後、マーケティング企画会社勤務
を経て1998年より現職。専門領域は、キャリア開発、組
織開発（OD）。1級キャリア・コンサルティング技能士
（厚生労働大臣認定）、キャリア開発カウンセラー（JICD
認定）、中小企業診断士（経済産業大臣登録）。キャリア・
コンサルティング技能士会（関東甲信越支部）幹事。

企
業
研
修
の
現
場
か
ら

１
級
キ
ャ
リ
ア
・

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
技
能
士

文
川　

実

vol.5-4

こ
の
連
載
の
第
1
回
目
で
も
ご
説
明
し
た

よ
う
に
、
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
標
準
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
2
日
間
で
構

成
さ
れ
て
い
て
、
1
日
目
が
ア
サ
ー
シ
ョ
ン

の
基
本
的
理
解
を
目
指
し
、
2
日
目
が
具
体

的
な
ス
キ
ル
の
習
得
を
目
指
す
内
容
に
な
っ

て
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
2
日
目
の
概
要
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

第
4
セ
ッ
シ
ョ
ン

〜
日
常
会
話
で
の
ア
サ
ー
シ
ョ
ン

ア
サ
ー
シ
ョ
ン
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
は
、
便

宜
上
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
面
を
、
①

日
常
会
話
の
場
面
、
②
課
題
解
決
の
場
面
、
の

二
つ
に
分
け
て
考
え
ま
す
。
前
者
は
友
人
や
同

僚
と
の
や
り
取
り
な
ど
、
関
係
づ
く
り
や
関
係

維
持
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
仕
事
の

遂
行
や
交
渉
事
な
ど
に
関
す
る
も
の
で
す
。

言
い
換
え
る
と
、
具
体
的
な
タ
ス
ク
が
な

い
シ
ー
ン
と
あ
る
シ
ー
ン
で
の
自
己
表
現
の

こ
と
な
の
で
す
が
、面
白
い
の
は
、人
に
よ
っ

て
得
意
不
得
意
が
分
か
れ
る
こ
と
で
す
。
可

能
で
あ
れ
ば
、
自
分
に
と
っ
て
ど
ち
ら
が
不

得
意
か
を
理
解
し
て
練
習
し
て
み
る
と
よ
い

の
で
す
が
、
こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
具
体

的
な
タ
ス
ク
が
な
い
シ
ー
ン
を
想
定
し
た

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
（
パ
ー
テ
ィ
で
の
や
り
取
り

な
ど
）
を
行
い
、
日
常
会
話
を
ア
サ
ー
テ
ィ

ブ
に
進
め
る
コ
ツ
を
体
得
し
ま
す
。

第
5
セ
ッ
シ
ョ
ン

〜
課
題
解
決
場
面
で
の
ア
サ
ー
シ
ョ
ン

5
番
目
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
D
E
S
C
法

を
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
学
び
ま
す
。
D
E
S
C

法
と
は
、
課
題
解
決
場
面
で
の
ア
サ
ー
シ
ョ

ン
の
方
法
で
、
以
下
の
四
つ
の
パ
ー
ト
に
分

け
て
セ
リ
フ
づ
く
り
を
す
る
も
の
で
す
。

①
Ｄ
（describe　

描
写
す
る
）：
問
題
と

し
て
取
り
上
げ
た
い
状
況
や
相
手
の
言
動
を

客
観
的
に
描
写
す
る
。

②
Ｅ
（express　

表
現
す
る
）：
①
に
対

す
る
自
分
の
気
持
ち
を
冷
静
に
表
現
す
る
。

③
Ｓ
（specify　

提
案
す
る
）：
相
手
に

取
っ
て
ほ
し
い
行
動
や
解
決
策
な
ど
を
提
案

す
る
。

④
Ｃ
（choose　

選
択
す
る
）：
③
に
対

し
て
、断
ら
れ
た
場
合
な
ど
の
代
案
を
示
す
。

以
下
に
一
例
を
挙
げ
て
み
ま
す
。
延
々
と

続
く
会
議
に
疲
れ
て
し
ま
い
、
少
し
休
憩
を

挟
み
た
い
と
感
じ
て
い
る
よ
う
な
状
況
を
思

い
浮
か
べ
て
く
だ
さ
い
。

①
Ｄ
：
会
議
が
始
ま
っ
て
か
ら
5
時
間
経
ち

ま
し
た
。

②
Ｅ
：
私
は
疲
れ
て
し
ま
っ
て
、
話
に
集
中

で
き
ず
困
っ
て
い
ま
す
。

③
Ｓ
：
15
分
ほ
ど
休
憩
を
挟
み
ま
せ
ん
か
？

④
Ｃ
：（
断
ら
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
）
で
は
、

あ
と
1
時
間
ぐ
ら
い
で
、
今
日
は
切
り
上
げ

ま
せ
ん
か
？

D
E
S
C
法
を
う
ま
く
使
う
ポ
イ
ン
ト
の

一
つ
は
、
D
と
E
を
区
別
し
な
が
ら
、
両
方

と
も
し
っ
か
り
と
伝
え
る
こ
と
で
す
。
D
は

自
分
も
相
手
も
一
緒
に
理
解
で
き
る
こ
と
を

改
め
て
確
認
す
る
こ
と
で
、
話
し
合
い
の
土

台
を
つ
く
る
た
め
に
必
要
で
す
し
、
E
は
こ

ち
ら
の
気
持
ち
（「
困
っ
て
い
る
」、「
何
と

か
し
た
い
」
な
ど
）
を
伝
え
る
こ
と
で
、
相

手
に
耳
を
傾
け
よ
う
と
す
る
気
に
な
っ
て
も

ら
う
た
め
に
不
可
欠
な
も
の
で
す
。
も
ち
ろ

ん
、そ
の
と
き
に
、批
判
的
、攻
撃
的
な
ニ
ュ

ア
ン
ス
が
入
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
二
つ
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
S
で

の
提
案
を
、
で
き
る
だ
け
具
体
的
で
難
し
す

ぎ
な
い
も
の
に
す
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、

た
だ
「
休
憩
を
挟
み
ま
し
ょ
う
」
と
言
う
よ

り
も
「
15
分
ほ
ど
休
憩
を
挟
み
ま
し
ょ
う
」

と
言
っ
た
ほ
う
が
、
相
手
も
い
っ
そ
う
耳
を

貸
し
や
す
く
な
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
C
に
つ
い
て
も
考
え
て
お
く
こ
と

が
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
に
は
大
切
で
す
。
第
1
回

目
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
と
は

「
自
分
も
相
手
も
大
切
に
し
た
自
己
表
現
」
だ

か
ら
で
す
。
自
分
も
相
手
も
大
切
に
す
る
と

い
う
の
は
、
必
ず
し
も
、
た
っ
た
一
度
の
や
り

取
り
で
終
わ
ら
せ
よ
う
と
す
る
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
相
手
に
は
相
手
の
意
見
や
考
え
が

あ
る
か
ら
、
最
初
の
提
案
だ
け
で
は
Y
e
s

と
言
っ
て
も
ら
え
な
い
こ
と
は
大
い
に
あ
り

得
る
と
覚
悟
し
て
や
り
取
り
す
る
こ
と
が
、

ア
サ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
的
な
姿
勢
な
の
で
す
。

第
6
セ
ッ
シ
ョ
ン

〜
非
言
語
上
の
ア
サ
ー
シ
ョ
ン

最
後
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、非
言
語
レ
ベ
ル

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
要
点
や
感
情

表
現
に
関
わ
る
内
容
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し
ま
す
。

感
情
表
現
と
い
う
と
、
一
般
に
、
怒
り
の

感
情
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
か
に
苦
慮
す

る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
怒
り
と
い
う

の
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
で
、
そ
れ
に
目
を

向
け
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
フ
タ
を
し
た
り

し
て
表
現
し
な
い
よ
う
に
す
る
ほ
う
が
よ
い

と
思
わ
れ
て
い
る
方
も
多
い
の
で
す
が
、
実

は
そ
う
で
は
な
く
、
怒
り
が
発
生
す
る
メ
カ

ニ
ズ
ム
な
ど
を
知
っ
て
お
き
な
が
ら
、
適
切

に
伝
え
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。
こ
こ
で

は
、
そ
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
も
お
伝
え

す
る
よ
う
に
し
て
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
全
体

を
締
め
く
く
り
ま
す
。

結
び
に
か
え
て

１
年
間
に
わ
た
り
、
企
業
研
修
の
現
場
で
注

目
を
浴
び
て
い
る
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
・
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
つ
い
て
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
。

ア
サ
ー
シ
ョ
ン
は
、
お
互
い
が
「
違
い
」

を
認
め
合
い
な
が
ら
、
よ
り
良
い
関
係
を
つ

く
っ
て
い
く
た
め
の
考
え
方
や
態
度
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
多
く
の
企
業
で
ア
サ
ー

シ
ョ
ン
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
多
様

性
が
活
か
さ
れ
る
職
場
が
増
え
る
こ
と
を
期

待
し
つ
つ
、
筆
を
置
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

アサーション・
トレーニング（4）

参考文献：『アサーション・トレーニング』平木典子、日本・精神技術研究所

参考文献：『アサーション・トレーニング』平木典子、日本・精神技術研究所
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職業能力開発
の

現場から

職業能力開発短期大学校
東京建築カレッジ

設置・運営●職業訓練法人東京土建技術研修センター
所　在　地● 池袋校舎：東京都豊島区池袋 1-8-6 

江東実習場：東京都江東区北砂 1-15-12
訓練コース●高度職業訓練専門課程　居住システム系建築科
訓 練 期 間● 2年

伝統建築から現代技術まで伝統建築から現代技術まで
―建設業の未来を担う若者が、働きながら本物の家づくりを学ぶ――建設業の未来を担う若者が、働きながら本物の家づくりを学ぶ―

建
設
業
の
熟
練
技
能
者
の
高
齢
化
や
退
職
が

進
み
、
事
業
所
の
親
方
や
先
輩
が
見
習
の
若
手

を
教
え
る
よ
う
な
徒
弟
制
度
が
徐
々
に
難
し
く

な
っ
て
い
る
中
、
建
設
労
働
組
合
が
職
業
訓
練

施
設
で
技
術
、
技
能
を
継
承
し
、
後
継
者
を
育

て
よ
う
と
設
立
さ
れ
た
の
が
、
職
業
能
力
開
発

短
期
大
学
校
東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ
だ
。

さ
ま
ざ
ま
な
仲
間
た
ち
と
学
ぶ

職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
東
京
建
築

カ
レ
ッ
ジ
（
以
下
「
カ
レ
ッ
ジ
」）
は
、

1
9
9
6
年
に
創
立
さ
れ
た
。
東
京
土
建
一

般
労
働
組
合
を
母
体
と
し
、
組
合
員
の
事
業

主
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
職
業
訓
練
法
人
東

京
土
建
技
術
研
修
セ
ン
タ
ー
の
高
度
職
業
訓

練
専
門
課
程
で
あ
る
。

定
員
は
20
人
で
、
通
常
授
業
は
毎
週
金
曜

と
土
曜
。
建
築
の
仕
事
に
携
わ
り
な
が
ら
建

築
技
術
者
・
技
能
者
を
志
す
18
歳
以
上
の
若

者
が
、2
年
間
こ
こ
で
集
合
訓
練
を
受
け
る
。

新
卒
で
ま
だ
職
場
が
決
ま
っ
て
い
な
い
場
合

な
ど
は
、
12
万
人
の
組
合
員
を
擁
す
る
東
京

土
建
一
般
労
働
組
合
が
就
職
先
を
紹
介
す
る
。

割
合
と
し
て
は
高
校
新
卒
者
が
多
い
が
、

何
年
か
見
習
で
現
場
を
経
験
し
て
き
た
若

手
、
建
築
士
資
格
を
も
つ
設
計
者
、
大
学
で

技
術
を
学
ん
だ
人
、
他
分
野
か
ら
転
身
し
て

新
た
に
も
の
づ
く
り
の
技
能
職
を
選
ん
だ
人

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
歴
・
背
景
を
も
つ
研

修
生
が
、
と
も
に
教
え
合
い
、
助
け
合
い
な

が
ら
技
能
・
技
術
の
習
得
に
励
む
。

「
今
は
18
歳
か
ら
47
歳
ま
で
の
年
齢
層
の

在
校
生
が
お
り
、
女
性
も
い
ま
す
。
多
種
多

様
な
人
間
が
仲
間
と
し
て
一
緒
に
学
ぶ
こ
と

は
、
実
際
の
仕
事
の
現
場
で
の
助
け
合
い
に

も
活
か
さ
れ
ま
す
。
ま
ず
は
挨
拶
励
行
を
徹

底
し
ま
す
」（
近
藤
初
雄
事
務
局
長
）

本
物
の
家
づ
く
り
を
習
得
す
る
た
め
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

木
造
建
築
技
術
を
基
本
と
し
て
、
木
材
の

加
工
は
も
ち
ろ
ん
、
計
画
、
設
計
、
構
造
、

設
備
、
施
工
、
材
料
、
測
量
な
ど
、
建
築
に

必
要
な
全
工
程
を
網
羅
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

が
組
ま
れ
て
い
る
。
施
工
系
、
計
画
系
、
構

造
系
、
情
報
系
に
つ
い
て
、
専
門
学
科
科
目
、

専
門
実
技
科
目
、
専
門
総
合
科
目
を
通
じ
て

学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
建
築
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

カ
レ
ッ
ジ
で
は
、
基
本
理
念
と
し
て
「
建

設
労
働
者
の
技
術
、
技
能
、
教
養
、
文
化
を

向
上
さ
せ
、
建
設
業
と
社
会
の
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
い
る
。
近
藤
事

務
局
長
は
、「
い
ず
れ
は
棟
梁
の
よ
う
な
人

材
に
育
っ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
の
が
わ
れ
わ

れ
の
目
標
で
す
。
棟
梁
は
、
計
画
、
そ
れ
を

実
行
す
る
技
能
・
技
術
は
も
ち
ろ
ん
、
も
の

づ
く
り
の
組
織
を
経
営
、
運
営
し
、
新
し
い

人
材
を
育
成
す
る
能
力
を
も
た
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
」
と
話
す
。

池
袋
校
舎
で
は
、
学
科
科
目
の
ほ
か
、
材

料
実
験
、
建
築
C
A
D
、
製
図
の
基
礎
な
ど

を
学
び
、
江
東
実
習
場
で
は
、
自
分
た
ち
の

手
で
本
物
の
家
を
建
て
る
「
実
習
棟
」
の
ス

ペ
ー
ス
と
、
材
料
を
加
工
し
た
り
道
具
の
手

入
れ
を
す
る
実
習
場
、
安
全
衛
生
や
施
工
法

を
学
ぶ
教
室
が
置
か
れ
て
い
る
。
実
習
場
で

鑿の
み

や
鉋か

ん
な

の
手
入
れ
や
、
矩さ

し

尺が
ね

の
使
い
方
な
ど

大
工
仕
事
の
基
礎
を
学
び
な
が
ら
、継
ぎ
手
、

仕
口
工
作
の
実
習
で
自
ら
刻
ん
だ
材
料
で
2

階
建
て
の
本
物
の
家
を
建
て
る
実
習
を
1
年

間
か
け
て
行
う
。

専
門
総
合
科
目
で
は
、
1
年
時
に
埼
玉
県

飯
能
の
秩
父
宿
泊
研
修
で
の
西
川
材
産
地
見

学
や
、
川
崎
市
の
日
本
民
家
園
見
学
が
あ

る
。
2
年
時
に
は
奈
良
へ
行
っ
て
伝
統
木
造

建
築
を
見
学
す
る
宿
泊
研
修
や
、
林
業
実
習

で
下
草
刈
り
体
験
も
行
い
、
現
地
で
は
棟
梁

や
職
人
の
方
か
ら
の
講
義
も
あ
る
。

そ
し
て
、
卒
業
制
作
で
は
2
年
間
の
総
仕

上
げ
と
し
て
、
自
分
た
ち
で
テ
ー
マ
を
決
め

た
作
品
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

ま
た
、
技
能
五
輪
全
国
大
会
や
、
全
国
建

設
労
働
組
合
総
連
合
が
主
催
す
る
青
年
技
能

競
技
大
会
へ
も
カ
レ
ッ
ジ
の
研
修
生
、
卒
業

生
が
出
場
し
、
こ
れ
ま
で
入
賞
者
を
何
人
も

輩
出
し
て
い
る
。

地
域
に
根
ざ
す
カ
レ
ッ
ジ
祭

「
東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ
祭
」
は
、
技
能
文

化
祭
と
し
て
毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
、上
棟
式
、

子
ど
も
工
作
教
室
、
作
品
販
売
、
餅
つ
き
、

包
丁
研
ぎ
、
模
擬
店
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

地
域
の
方
々
に
人
気
で
、
楽
し
ん
で
も
ら
い

な
が
ら
、
カ
レ
ッ
ジ
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
で

き
る
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

「
子
ど
も
工
作
教
室
は
た
く
さ
ん
の
親
子

連
れ
で
賑
わ
い
ま
す
し
、『
指
導
員
の
先
生

の
研
い
だ
包
丁
は
よ
く
切
れ
る
』と
、カ
レ
ッ

ジ
祭
を
待
ち
わ
び
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
ね
」

＊

建
設
現
場
の
若
年
入
職
者
の
減
少
が
進
む

中
、
カ
レ
ッ
ジ
で
は
、
い
か
に
家
づ
く
り
の
技

能
を
継
承
し
て
い
く
か
と
い
う
課
題
へ
の
対

応
に
組
合
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
言
え

る
。
近
藤
事
務
局
長
は
、「
業
界
を
取
り
巻

く
状
況
は
厳
し
い
面
も
あ
り
ま
す
。
国
は
技

能
者
減
少
の
対
応
策
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

さ
ら
に
建
設
技
能
者
育
成
の
軸
と
な
っ
て
い

る
職
業
能
力
開
発
の
施
策
を
抜
本
的
に
強
化

し
て
ほ
し
い
。
衣
食
住
の「
住
」の
未
来
を
担

う
若
者
た
ち
の
た
め
に
も
」と
力
を
込
め
た
。

江東実習場江東実習場

上棟式

江東実習場
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キャリアセンター通信

1　

本
学
の
就
職
支
援
に
つ
い
て

1
9
0
3
年
に
開
学
し
た
高
千
穂
学
園
は
、

創
立
以
来
今
日
ま
で
理
事
会
・
教
授
会
・
事

務
局
職
員
・
同
窓
会
・
父
母
の
会
が
一
体
と

な
っ
て
、
学
生
一
人
ひ
と
り
を
家
族
の
よ
う

に
支
え
て
い
く「
家
族
主
義
的
教
育
共
同
体
」

と
い
う
学
園
文
化
に
基
づ
い
た
教
育
を
実
践

し
て
い
る
。
そ
れ
は
就
職
支
援
に
お
い
て
も

同
様
で
あ
る
。
す
べ
て
の
就
職
支
援
行
事
に

は
事
務
職
員
だ
け
で
な
く
就
職
委
員
会
の
教

員
が
携
わ
り
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
お
い
て
も
就

職
支
援
課
の
利
用
促
進
を
進
め
る
な
ど
、
全

学
的
に
就
職
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

2　

教
員
と
就
職
支
援
課
と
の
連
携

特
に
本
学
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の

は
、
教
員
と
就
職
支
援
課
と
の
有
機
的
な
連

携
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
支
援
行
事
で
の

出
席
状
況
を
定
期
的
に
ゼ
ミ
教
員
に
伝
え
、

ガ
イ
ダ
ン
ス
の
参
加
促
進
に
つ
な
げ
て
い

る
。
就
職
支
援
課
で
聴
取
し
て
い
る
学
生
相

談
内
容
を
、「
求
人
n
a
v
i
シ
ス
テ
ム
」

に
よ
り
教
員
も
閲
覧
で
き
る
こ
と
等
の
活

動
、
さ
ら
に
は
、
学
生
の
内
定
状
況
を
教
員

と
就
職
支
援
課
が
共
有
し
、
未
内
定
者
へ
の

支
援
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
約
8
割
を
占
め
る
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
所
属
学
生
の
状
況
把
握
を
す
る
こ

と
と
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
未
所
属
学
生
に
対
す
る

支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、

全
体
的
な
底
上
げ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

3　

企
業
と
の
関
係
強
化

本
支
援
課
が
近
年
、
力
を
入
れ
て
い
る
こ

と
は
、企
業
と
の
太
い
パ
イ
プ
作
り
で
あ
る
。

長
期
に
わ
た
り
お
世
話
に
な
っ
て
き
た
企
業

と
の
関
係
強
化
は
も
ち
ろ
ん
、
新
規
企
業
開

拓
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
の
具
体
例
と
し
て
、
学
内
合
同
企
業
説

明
会
の
開
催
回
数
を
増
や
し
、
本
学
学
生
に

関
心
の
高
い
企
業
と
学
生
と
の
出
会
い
の
場

を
多
く
設
け
て
い
る
。
ま
た
、
4
年
生
に
対

し
て
は
早
期
か
ら
学
内
個
別
企
業
説
明
会
を

実
施
し
て
お
り
、
卒
業
時
ま
で
の
1
年
間
継

続
的
に
企
業
と
出
会
え
る
場
を
提
供
し
て
い

る
。昨

年
度
の
個
別
企
業
説
明
会
の
実
施
企
業

数
は
72
社
に
上
り
、
そ
の
う
ち
43
名
が
内
定

を
い
た
だ
い
た
実
績
が
あ
る
。

4　

き
め
細
や
か
な
4
年
生
の
並
走
支
援

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
過
ぎ
た
こ
ろ
に

な
る
と
、
序
盤
で
精
力
的
に
活
動
し
て
き
た

学
生
に
就
職
活
動
へ
の
疲
労
が
見
え
始
め
、

活
動
を
一
旦
休
止
す
る
学
生
が
目
立
つ
よ
う

に
な
る
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
か
ら
が
一
人
ひ

と
り
の
き
め
細
や
か
な
就
職
支
援
が
大
切
に

な
っ
て
く
る
時
期
で
あ
り
、
本
学
の
就
職
支

援
の
強
み
が
発
揮
さ
れ
る
。

ま
ず
本
学
で
は
、
履
歴
書
は
就
職
支
援
課

に
て
配
付
を
し
て
い
る
た
め
、
配
付
状
況
に

よ
っ
て
個
々
の
活
動
状
況
が
把
握
で
き
る
。

そ
こ
で
、
積
極
的
に
行
動
し
て
い
た
学
生
が

停
滞
し
て
い
た
場
合
に
は
、
学
生
を
呼
び
出

し
て
そ
の
原
因
を
探
り
、
解
決
を
図
る
方
策

を
と
っ
て
い
る
。

ま
た
、
面
接
が
苦
手
な
学
生
に
は
積
極
的

に
面
接
練
習
を
呼
び
か
け
、
書
類
が
通
ら
な

い
学
生
に
は
書
類
の
添
削
を
行
い
、
大
手
企

業
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
学
生
に
は
視
野

を
広
げ
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
活
動
を
し
て
こ
な

か
っ
た
学
生
に
対
し
て
は
、
ま
ず
は
書
類
を

作
成
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
、
学
内
の
個
別

企
業
説
明
会
を
就
職
活
動
の
ス
タ
ー
ト
に
す

る
よ
う
誘
導
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
学

内
の
個
別
説
明
会
で
は
常
に
職
員
と
も
関
わ

り
を
も
つ
た
め
、
信
頼
関
係
を
構
築
し
や
す

く
、
就
職
支
援
課
に
来
る
習
慣
が
身
に
つ
く

こ
と
に
役
立
っ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
学
生
の

希
望
や
適
性
に
応
じ
て
求
人
紹
介
等
支
援
を

継
続
し
て
い
る
。

そ
し
て
課
題
と
な
っ
て
い
る
「
顔
を
出
さ

な
い
学
生
」
へ
の
対
策
と
し
て
は
、
ま
ず
そ

の
学
生
の
ゼ
ミ
教
員
へ
連
絡
を
す
る
。
そ
れ

で
も
来
課
し
な
い
場
合
に
は
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
や

所
属
部
活
動
等
か
ら
友
人
関
係
を
探
り
、
友

人
に
一
緒
に
連
れ
て
来
る
よ
う
促
す
。ま
た
、

並
行
し
て
「
未
内
定
者
支
援
」
を
父
母
向
け

に
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生
を
把
握
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。

上
述
の
よ
う
に
対
象
学
生
全
員
を
就
職
支

援
課
へ
と
呼
び
込
み
、
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た

支
援
を
教
員
と
と
も
に
密
に
連
携
し
て
実
施

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
学
生
の
内
定

取
得
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

今
後
も
多
く
の
企
業
と
関
係
を
深
め
、
教

員
と
事
務
組
織
の
連
携
も
さ
ら
に
強
化
し
、

就
職
を
希
望
す
る
学
生
全
員
が
希
望
す
る
進

路
に
つ
け
る
よ
う
、
全
学
一
体
と
な
っ
て
手

厚
い
就
職
支
援
に
取
り
組
み
、
社
会
に
有
為

な
人
材
を
輩
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

高千穂大学 学務部次長
就職支援課担当

渡邉　均 新1号館完成予想図（平成27年完成予定）

諦めさせない就職支援の実現諦めさせない就職支援の実現 ●
高
千
穂
大
学

●
高
千
穂
大
学
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キ
ャ
リ
ア
指
導
の
現
場
か
ら
㉒

未熟な学生に
どう対処するのか

多
く
の
大
学
で
、「
初
年
次
教
育
」
と
い

う
も
の
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
目
的
や
内

容
、
方
法
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
大
学
ご
と
に
学

生
の
実
態
を
踏
ま
え
て
行
わ
れ
て
い
る
よ
う

だ
。
平
成
20
年
12
月
、
中
央
教
育
審
議
会
よ

り
答
申
さ
れ
た
「
学
士
課
程
教
育
の
構
築
に

向
け
て
」
の
中
で
、
初
年
次
教
育
の
充
実
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、そ
の
中
の
参
考
資
料
に
、

初
年
次
教
育
で
何
を
重
点
化
し
て
い
る
か
が

示
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
初
年
次
教
育
で
は
「
レ

ポ
ー
ト
・
論
文
の
書
き
方
」「
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
用
い
た
情
報
処
理
や
通
信
の
基
礎
技

術
」「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
の
口
頭
発
表
の
技
法
」「
学
問

や
大
学
教
育
全
般
に
対
す
る
動
機
付
け
」「
論

理
的
思
考
や
問
題
発
見
・
解
決
能
力
の
向
上
」

「
図
書
館
の
利
用
・
文
献
検
索
の
方
法
」
な

ど
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
大
学
教
育
を
受
け

る
学
生
に
欠
か
せ
な
い
ス
キ
ル
と
態
度
を
入

学
当
初
に
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
効
果
的
に
成
長
を
促
し
、
大
学
へ
適
応

さ
せ
よ
う
と
い
う
試
み
で
あ
る
。

し
か
し
、
改
め
て
そ
の
内
容
を
見
れ
ば
、

高
等
学
校
の
教
育
で
行
わ
れ
て
い
る
内
容

だ
。
高
等
学
校
の
教
育
は
文
部
科
学
省
か
ら

示
さ
れ
る
学
習
指
導
要
領
に
沿
っ
て
行
わ
れ

て
お
り
、
国
内
の
す
べ
て
の
高
等
学
校
は
こ

れ
に
従
っ
て
い
る
。
現
行
の
学
習
指
導
要
領

で
は
、
言
語
活
動
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
レ
ポ
ー
ト
・
論
文
を
書
か
せ
る
こ
と
や
、

発
表
の
学
習
の
機
会
を
促
進
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
情
報
も
必
履
修
科
目
と
し
て

全
員
が
学
ん
で
お
り
、
情
報
活
用
の
実
践
能

力
や
倫
理
的
な
態
度
な
ど
を
身
に
つ
け
て
い

る
。
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
の
中
で
は
、
将
来

に
対
す
る
動
機
付
け
を
喚
起
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
し
、
図
書
館
を
積
極
的
に
活
用

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

大
学
教
員
に
す
れ
ば
、
入
学
し
て
く
る
学

生
の
実
情
を
見
る
と
、
以
前
に
比
べ
、
学
習

意
欲
も
乏
し
く
、
目
的
意
識
も
希
薄
化
し
て

お
り
、人
間
関
係
を
構
築
す
る
能
力
も
低
い
。

対
応
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
厳

し
い
現
状
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
学
生
を
指
導

す
る
苦
労
の
多
さ
が
、
初
年
次
教
育
導
入
の

背
景
に
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。
高
等
学
校
で

初
年
次
教
育
に
類
す
る
教
育
が
行
わ
れ
て
い

る
と
思
っ
て
い
な
い
大
学
教
員
も
多
い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

問
題
の
解
決
に
は
原
因
の
追
及
が
欠
か
せ

な
い
。
以
前
に
比
べ
て
異
な
る
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
18
歳
人
口
の
減
少
と
入
試
の
多
様
化

に
よ
り
、
推
薦
入
試
や
A
O
入
試
で
入
学
す

る
学
生
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
学
に
入
り
や

す
く
な
り
大
学
教
育
を
受
け
る
た
め
に
必
要

な
能
力
、
態
度
を
備
え
て
い
な
い
学
生
を
受

け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
、
こ
の
よ
う

な
問
題
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
考
え
が
一
般

的
で
あ
る
。

し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
難
関
大
学
と
い
う
大

学
で
も
、
同
様
の
問
題
が
生
じ
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
大
学
に
入
学
す
る
こ
と
の
で
き
な

か
っ
た
学
生
が
大
学
に
入
っ
て
く
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
考
え
は
、
的
を
射
て
い
る
と

は
思
え
な
い
。
一
般
入
試
で
入
学
す
る
学
生

が
多
い
大
学
で
も
起
こ
っ
て
い
る
現
象
な
の

で
、
一
般
入
試
で
の
入
学
者
の
割
合
を
増
や

せ
ば
解
決
で
き
る
と
は
思
え
な
い
。
学
生
が

未
熟
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
問
題
な
の
で

あ
っ
て
、
学
力
が
低
下
し
て
い
る
か
ら
こ
の

よ
う
な
現
象
が
起
こ
っ
て
い
る
と
は
考
え
ら

れ
な
い
。

未
熟
さ
の
原
因
は
、
高
等
学
校
で
の
教
育

が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
な
の
か
、

子
ど
も
た
ち
の
発
達
に
問
題
が
あ
る
の
か
は

わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
深
刻
な
問
題
が
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な
い
。
こ

の
問
題
は
、
初
年
次
教
育
の
充
実
だ
け
で
解

決
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
高
校
教
育
の
改

善
、
子
ど
も
た
ち
の
発
達
を
促
す
家
庭
教
育

や
地
域
の
教
育
の
あ
り
方
も
見
直
す
必
要
が

あ
ろ
う
。

初
年
次
教
育
の
重
点
内
容
は
、
高
等
学
校

の
学
習
指
導
要
領
の
特
別
活
動
に
記
さ
れ
て

い
る
内
容
に
一
致
す
る
点
が
多
く
、
大
学
で

初
年
次
教
育
を
充
実
さ
せ
れ
ば
さ
せ
る
ほ

ど
、大
学
の
高
校
化
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
。

単
位
制
高
校
な
ど
社
会
人
が
入
学
し
て
く
る

高
校
も
あ
る
が
、そ
れ
は
と
て
も
希
で
あ
り
、

高
校
に
入
学
し
て
く
る
社
会
人
は
ほ
と
ん
ど

い
な
い
。
大
学
が
高
校
の
よ
う
に
な
っ
て
し

ま
え
ば
、社
会
人
に
魅
力
の
な
い
大
学
に
な
っ

て
し
ま
わ
な
い
だ
ろ
う
か
。
世
界
の
大
学
と

比
べ
て
、
社
会
人
の
在
学
生
が
少
な
い
と
言

わ
れ
る
日
本
の
大
学
は
ま
す
ま
す
社
会
人
が

入
り
に
く
く
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

大
学
が
高
校
化
し
な
い
よ
う
に
、ま
ず
は
、

高
校
で
、
生
徒
の
発
達
を
考
え
な
が
ら
、
教

育
の
改
善
を
し
て
い
く
こ
と
が
よ
い
と
私
は

思
う
が
、
い
か
が
だ
ろ
う
か
。
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スクールカウンセラー風便り

東京都スクールカウンセラー（臨床心理士）　金屋光彦

P
ピ

C
カ

AG
ジ ッ プ

IP
～注目される新しいスタイルのケース検討法～

第24回

1  新しいケース検討の手法
多忙を極める学校現場で、新たな事例検討法が注目され

ています。PCAGIP（ピカジップ）と呼ばれるもので、私
の勤務する都立高校で実施したところ、86.7％の先生方が
「満足できた」と回答されました。
その具体的感想をみると、「ニュータイプの研修形式で

革新的で良いと思います」、「意見をすべて書きとめて、情
報を共有してフィードバックする形式はこれまでなかった
ので、とても新鮮でよい手法だと感じた」等、ラディカル
で新鮮だった印象を持たれた記述が目立ちます。
「全員が参加したことはすばらしいことであるし、教員
が問題を一人で抱えることなく、みんなで課題解決を図っ
ていくことが大切であると認識した」
「生徒の問題行動と状況について、各先生との間で共通
認識が持てた」
「それぞれの先生がどのように感じ考えていたのかが分
かり、良かったし安心した」
「こういう機会で情報を共有し、先生方が一つになるこ
とが大切だと思いました」
このように、情報の共有を通して、先生方のリレーショ

ン作り、一体感の醸成も、PCAGIP の目的の一つです。
さらに、「経験のある先生方から貴重な意見を交換でき

て有意義だった」という感想から、先生方が持つ資源、特
に経験豊富な個人技に優れた生徒指導の手法を伝承する点
でも、効果がみられました。

2  教員のメンタルヘルス向上に
この PCAGIP という新しい事例検討法には、先生方の

ストレスを軽減するという狙いもあります。最近精神疾患
で休職される教師が急増し、身体疾患以外の病気で休職さ
れた教師の 1.7 倍にもなっていることは、前回お伝えした
ところです。ストレスの多い教員生活の中で、職場風土を
より信頼と安心が漂うものにし、ストレッサー軽減を図る
うえで、この PCAGIP が役に立つのです。
組織風土の違いで、働く人たちが受けるストレスは、大

きく変わります。第一生命経済研究所が行った調査（20
歳～59 歳までの全国の会社員、有効回答 763）によると、

職場のストレスが少ない職場は、「上司と部下との人間関
係に温かみと信頼感があり、わきあいあいと活発で、チー
ムワークがよい」となっている一方、ストレスの多い職場
では、これらの要素が圧倒的に少なく、「上の立場の意見
には異を唱えにくく、事を荒立てないことが最優先され、
他人に無関心で交流も少ない」という特徴が指摘されてい
ます。

3  大きな破綻の未然防止にも
10 年以上 SCとしてさまざまな学校へ行く中で、私自身
も思い当たる節があります。
保護者の学校信頼度が高く、不登校やいじめも少ない落
ち着いている学校は、職員室の雰囲気は明るく活気があり、
先生間の人間関係も良好で、協力連携もよく機能していま
す。たとえば 2年生の生徒が暴れているとの緊急事態が起
こると、職員室にいる先生方全員で現場へ直行し、対応に
当たるのです。
ところが、問題の多い学校は、2年生担当の先生だけが
現場へ行き、他の先生方は「また 2年生かよ」等と、批判
的な態度を示したりします。管理職と教員との意思疎通も
滞りがちで、先生同士の連携や協力関係も乏しい様子がう
かがえます。生徒児童の問題行動は、学校全体で取り組む
という雰囲気が欠けると、先生方のストレスが高まるだけ
でなく、いじめ自殺等の私たちが最も恐れる悲劇を生むリ
スクも高まります。
2006 年とその翌年に、東京都の新任教師が相次いで自

ら命を絶つという痛ましい事件がありました。自殺には必
ず深刻な孤立感があります。これらの新任教師は周囲の支
援が得にくい環境に置かれ、ほぼ孤立無援の状態だったこ
とがうかがえます。
学校で起こる事態は、学校スタッフ全員の問題ととらえ
て対処する。その中から培われる一体感や連帯感は、教師
ばかりでなく生徒児童にとってもとても大切です。子ども
たちは師範でありモデルである先生の姿をみて、育ってい
くからです。この PCAGIP スタイルによるケース検討会
は、この大切な雰囲気を培うのにとても役に立つのです。
この有益な PCAGIP の具体的な内容は、次回お話ししま
す。 ＜つづく＞
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キャリアカウンセリングの現場から

●「キャリアカウンセリングの現場から」のバックナンバーがウェブサイトで読めます。
（雇用問題研究会ホームページ）http://www.koyoerc.or.jp/career.html

鷲
す

見
み

典彦
さぬき若者サポートステーション　総括コーディネーター

　２級キャリア・コンサルティング技能士
香川県青少年問題協議会委員

香川県青少年育成支援スーパーバイザー

相手の枠組みに合わせ、
行動につなげる

ニ
ー
ト
状
態
に
あ
る
若
者
は
、
就
労
経
験

が
な
い
、
も
し
く
は
少
な
い
た
め
に
、
興
味

や
価
値
観
等
の
特
性
を
仕
事
に
結
び
つ
け
、

職
業
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
こ
と
が
困
難
で
あ

り
、
こ
れ
が
若
年
者
向
け
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
現
場
に
お
い
て
最
も
課
題
で

あ
る
と
感
じ
て
い
る
こ
と
の
一
つ
で
す
。

D
君
は
高
校
を
中
退
後
、
2
年
間
の
引
き

こ
も
り
期
間
を
経
て
独
学
で
高
卒
認
定
試
験

に
合
格
、
大
学
に
進
学
し
た
も
の
の
3
年
生

か
ら
不
登
校
と
な
り
、
6
年
か
け
て
大
学
を

卒
業
し
ま
し
た
。

大
学
在
学
中
に
ほ
ぼ
独
学
で
簿
記
2
級
の

資
格
を
取
得
し
、
卒
業
後
は
未
就
職
の
ま
ま

ニ
ー
ト
状
態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ア
ル
バ

イ
ト
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
サ
ポ
ス

テ
に
は
保
護
者
と
来
所
し
、
主
訴
は
「
ど
ん

な
仕
事
に
就
い
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」

で
し
た
。
イ
ン
テ
ー
ク
面
談
で
は
ほ
と
ん
ど

保
護
者
が
話
し
、
そ
の
間
、
D
君
は
俯
い
た

ま
ま
話
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
D
君
の
経
緯
か
ら
、
課
題
発
見
力
・

実
行
力
・
主
体
性
等
に
つ
い
て
優
れ
て
い
る

点
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
D
君
の
表
情
は
暗
い
ま
ま
で
自
信
の

回
復
は
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
保
護
者

に
は
、支
援
の
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
こ
と
、

次
回
の
面
談
か
ら
は
可
能
で
あ
れ
ば
D
君
だ

け
で
来
所
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
話
し
、
D
君

も
同
意
し
て
く
れ
ま
し
た
。

●
枠
組
み
を
探
す

2
回
目
以
降
の
面
談
は
、
D
君
が
一
人
で

来
所
し
ま
し
た
。
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
は

触
れ
ず
、
高
卒
認
定
試
験
、
大
学
受
験
、
簿

記
2
級
資
格
試
験
に
取
り
組
ん
だ
と
き
の
こ

と
を
詳
し
く
聴
き
ま
し
た
。

努
力
し
て
道
を
切
り
開
い
て
き
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
自
己
肯
定
感
は
低
く
、
自
分
の

こ
と
を
「
大
し
た
こ
と
は
な
い
」
と
思
っ
て

い
る
よ
う
で
し
た
。
今
ま
で
一
番
頑
張
っ
た

こ
と
を
質
問
す
る
と
、「
あ
り
ま
せ
ん
」
と

い
う
答
え
が
返
っ
て
き
ま
す
。私
が「
ち
ょ
っ

と
だ
け
で
も
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
い
い
か
ら

頑
張
っ
た
こ
と
な
い
？
」と
重
ね
て
聴
く
と
、

暫
く
考
え
た
後
、
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
「
ト

ラ
ン
プ
の
ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
」と
答
え
ま
し
た
。

大
学
に
行
け
な
く
な
っ
た
頃
、
開
き
直
っ

て
1
日
中
ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
を
や
っ
て
い
た
そ

う
で
す
。
順
位
は
、
全
国
で
最
下
位
だ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
千
人
と
い
う
中
で
勝

ち
抜
き
、
3
位
ま
で
結
果
を
残
す
こ
と
が
で

き
た
と
言
い
、
そ
の
時
の
D
君
は
、
明
ら
か

に
話
が
し
や
す
そ
う
で
し
た
。

私
は
、
学
生
や
職
業
人
の
ラ
イ
フ
ロ
ー
ル

で
話
を
す
る
の
を
や
め
、
余
暇
を
楽
し
む
人

と
い
う
ラ
イ
フ
ロ
ー
ル
の
枠
組
み
で
話
を
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

●
枠
組
み
を
拡
大
す
る

余
暇
を
楽
し
む
枠
組
み
に
合
わ
せ
、
ど
う

や
っ
て
順
位
を
上
げ
て
い
っ
た
の
か
詳
し
く

聴
き
ま
し
た
。
す
る
と
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
人
が
ど
う
し
て
そ
の
カ
ー
ド
を
手
放
す

の
か
疑
問
を
も
ち
、
そ
の
手
法
を
観
察
し
、

対
戦
す
る
グ
ル
ー
プ
の
中
で
ど
う
や
っ
て
味

方
を
作
っ
て
い
く
の
か
等
を
調
べ
、
試
行
錯

誤
の
う
ち
に
順
位
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

私
は
、
そ
こ
か
ら
考
え
る
力
、
前
に
踏
み

出
す
力
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
引
き
出
し
、
D

君
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
ま
し
た
。

●
枠
組
み
を
置
き
換
え
る

ス
ー
パ
ー
の
ラ
イ
フ
・
キ
ャ
リ
ア
・
レ
イ

ン
ボ
ー
を
示
し
、
人
生
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ラ

イ
フ
ロ
ー
ル
が
あ
り
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
が

キ
ャ
リ
ア
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

ラ
イ
フ
ロ
ー
ル
は
相
互
に
作
用
し
、
余
暇
を

楽
し
む
ラ
イ
フ
ロ
ー
ル
は
職
業
人
の
ラ
イ
フ

ロ
ー
ル
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
私

自
身
の
虹
（
ラ
イ
フ
・
キ
ャ
リ
ア
・
レ
イ
ン

ボ
ー
）
を
例
に
挙
げ
て
話
し
ま
し
た
。

D
君
は
人
生
の
虹
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
違
う

こ
と
、
人
の
虹
と
自
分
の
虹
を
比
較
す
る
こ

と
に
意
味
は
な
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

他
者
の
人
生
を
生
き
る
必
要
の
な
く
な
っ
た

D
君
は
、
表
情
が
明
る
く
な
り
積
極
性
が
出

て
き
ま
し
た
。

● 

キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
移
行

す
る

余
暇
を
楽
し
む
人
と
職
業
人
の
二
つ
の
ラ

イ
フ
ロ
ー
ル
を
関
連
づ
け
た
う
え
で
、

V
R
T
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
職
業
興
味
検
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
結
果
は
、
I
が
7
枚
、

E
と
C
が
4
枚
で
し
た
。
調
査
研
究
的
指
向

と
自
分
で
企
画
管
理
し
こ
つ
こ
つ
行
う
領
域

の
職
業
に
興
味
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、

ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
か
ら
得
た
自
身
の
特
性
が
職

業
興
味
検
査
結
果
の
裏
づ
け
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、「
わ
か
ら
な
い
、
で
き
な
い
」

と
い
う
認
知
が
「
わ
か
り
か
け
た
、
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
D
君
は
、
自
身
の
持
ち
味
を
整

理
し
、
過
去
に
で
き
た
こ
と
の
振
り
返
り
を
通

し
て
、
ど
の
よ
う
な
環
境
で
あ
れ
ば
で
き
そ

う
な
の
か
に
つ
い
て
、
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
関
心
が
薄
か
っ
た
職

業
に
つ
い
て
も
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
興

味
を
も
っ
て
調
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
サ
ポ
ス
テ
で
の
活
動
を
通
し
て
、

D
君
は
必
ず
就
職
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。
就
職
す
れ
ば
、
そ
れ
が
新
た
な
始
ま
り

と
な
り
、
再
び
支
援
が
必
要
と
な
る
こ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
人
生
に

無
駄
は
な
く
、
ど
ん
な
経
験
で
も
必
ず
活
か

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
過
去
の
点
と
点
を
つ

な
げ
、
今
行
っ
て
い
る
こ
と
が
ど
こ
か
に
つ

な
が
る
と
信
じ
て
い
く
中
で
、
人
生
の
虹
は

形
成
さ
れ
て
い
く
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
編
集
部
の
方
々
、温
か
く
見
守
っ

て
い
た
だ
い
た
読
者
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝

い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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読者プレゼント

キャリア・コンサルティング セミナー

基礎理論コース

2014　今後の予定　●お申込み受付中です。

個人主導のキャリア形成が求められる中、それを支援するキャリア・コンサルティングの重要性は、社会でも広く認められつつあります。
それとともにキャリア・コンサルティングに不可欠なアセスメント・ツールも一層効果的な活用が期待されています。雇用問題研究会
では、当研究会で発行している各種アセスメント・ツール、心理（適性）検査を効果的にご活用いただくために、セミナーを開催してお
ります。各種ツール、心理検査等の理論・実施方法・活用方法等を解説いたします。

●キャリア・インサイト講習会（新潟）………………………………………7月4日(金)
●キャリア・コンサルティング セミナー「基礎理論コース」（東京）…………8月4日（月）～8月8日（金）
●キャリア・コンサルティング セミナー「基礎理論コース」（大阪）…………8月27日（水）～8月30日（土）

対　象 ●中学校・高等学校の進路指導・キャリア教育担当者、スクールカウンセラー
 ●大学・短大・専門学校のキャリア支援・就職指導担当者
 ●職業安定・職業能力開発機関の担当者 
 ●職業相談・就業支援・教育相談機関等の担当者 
 ●キャリア・コンサルタント、キャリア・カウンセラー、産業カウンセラー及びそれらを目指している方

コース 内　　容

キャリア・インサイトは、利用者自身がコンピュータを使いながら、職業選択に役立つ適性評価、適性に合致した職業リ
ストの参照、職業情報の検索、キャリアプランニングなどを実施できる総合的なキャリアガイダンスシステム（CACGS）
です。その機能と活用について、実際にＰＣを操作しながら習得します。

KN式クレペリン作業性格検査は、２数の加算を行うことによって得られる作業量や作業曲線、作業の質などの結果か
ら、個人の性格面にかかわる特性を総合的にとらえようとするものです。この検査を実習し、コンピュータ判定結果の読
み方等を説明します。また、各種の性格検査について概説し、個性理解について考えます。

職業レディネス・テスト（VRT）は、「自己理解を通じて職業探索へ、職業探索を通じて自己理解へ」という理念のもと、
若者（中学・高校生をはじめ、大学生、社会人など）の職業への興味・自信の方向性をキャリア発達の観点から捉え
ようとするものです。ホランドの職業選択理論を踏まえて、その実施と活用について説明します。

厚生労働省編 一般職業適性検査（GATB）は、多様な職業分野で仕事をする上で必要とされる代表的な９種の能力
（適性能）を測定することにより、自己理解や適職領域の探索等、望ましい職業選択を行うための情報を提供します。そ
の実施方法と採点の方法を説明します。また、職業適性の理念や結果の解釈について説明します。

アセスメント・ツールを活用したキャリア・コンサルティングの考え方や進め方について説明します。また、各ツール
（VRT、GATB）の結果の解釈について、事例研究を通して学びます。受講生によるグループワークを取り入れたコース
となっています。　●「ＶＲＴコース」及び「ＧＡＴＢコース」を修了された方が対象です。

※ご希望のコースを自由に組みあわせて受講できます。ただしキャリア・コンサルティングは、「ＶＲＴ」及び「ＧＡＴＢ」コースを受講された方に限ります。

キャリア・コンサルティングに必須のアセスメント・ツールの有効活用をマスターする

KN式クレペリン

VRT

GATB

キャリア・
コンサルティング

キャリア・インサイト

●開催日程、コース、会場等、詳しくはホームページでお知らせいたします。お申込みもサイト内専用フォームからできます。
http://www.koyoerc.or.jp

本誌読者の方に、当会発行のキャリア教育や職業能力開発関連図書をプレゼントいたします。
雇用問題研究会のホームページ内「職業研究」ページにあるアンケートにご記入いただき、ご希望の図書
1点をチェックの上、ご送信ください。（応募者多数の場合は抽選とさせていただきます。）
締切等詳しくはホームページでご確認ください。 → http://www.koyoerc.or.jp

編集部では、今後の誌面作りに役立てるため、読者の皆様の声をお待ちしております。
取り上げてほしいテーマ、企画等ございましたら、ぜひお寄せください。
●「職業研究」ページでは、2004年以降の本誌バックナンバーのすべての記事がPDFファイルでご覧いただけます。

キャリア教育、職業能力開発関連図書をプレゼント！

一般社団法人 雇用問題研究会 http://www.koyoerc.or.jp  〒103-0002 東京都中央区日本橋馬喰町1-14-5 ●電話 03-5651-7072



キャリア・インサイト講習会

定価（税込）

利用対象
●ＥＣ
18歳～ 34歳程度で正規の職業経験が
比較的短期間の若年求職者。大学、短
大、専門学校等の教育機関の在学生や
学校卒業後、非正規の仕事の経験はあ
るが正社員としての経験が短い人など。
●ＭＣ
35歳～ 69歳程度で職業経験がある方。

4月1日
発売

■開発
独立行政法人労働政策研究・研修機構

■発行
一般社団法人雇用問題研究会

信頼性・妥当性の高い、機能の豊富な
コンピュータによるキャリア・ガイダンスシステム

■自己理解・適性評価を支援するコンピュータ・システム

■キャリア・ガイダンスのための統合的なCACGs（Computer Assisted Career Guidance system）

　　　

・４つの側面（能力、興味、価値観、行動特性）から適性を評価
・総合評価に基づき、適職リストを作成
・474職業のデータベース検索
・キャリア・プランニングの作成援助

■コンピュータならではの対話的ガイダンス機能
・ユーザー自身が短時間で、適性、職業情報をチェック
・迅速な採点処理、情報検索、プリントアウト
・ユーザー登録による記録の保存、再利用が可能

■使いやすく、わかりやすいシステム
・「おすすめ利用法」により、利用者のニーズにあったコース選択が可能
・ナビ機能により、今どこを利用しているかを表示
・一括印刷機能を使って、最後にまとめてプリントアウト

「キャリア・インサイト」は、利用者が自分でパソコンを使いながら、適性評価、職業情報の検索、適性と職
業との照合、キャリアプランニングというキャリア・ガイダンスの一連の流れを経験できるシステムです。
従来利用されてきた若者向けの「キャリア・インサイト」、ミッド・キャリア層を対象とした「キャリア・イ
ンサイトＭＣ」が統合され、ECコースとMCコースを利用者が選択できるように改訂されました。
利用者の年齢や職業経験の有無にかかわらず、職業を選ぶにあたって、自分自身の職業適性を評価し、職
業との相性という観点から自分の個性を見つめ直すことができます。各適性評価ツールは、多くのデー
タに基づき統計的な検証を経た信頼性・妥当性の高いもので、安心して使うことができます。

●ＣＤ-ＲＯＭ  １枚 ……………4,320円
●ライセンスのみ ……………1,296円
　（複数台のパソコンで利用の場合、１台につき）

●手引…………………………1,620円

●新潟
7月4日（金） 13:00～16:00
会場：Winスクール　新潟校

●東京
8月8日（金） 13:30～16:30
会場：雇用問題研究会　会議室

●大阪
8月30日（土） 13:30～16:30
会場：ＰＣカレッジ　東梅田校

キ ャ リ ア ・ イ ン サ イ ト

原則として官公庁・公共職業安定機関、
大学・短大・専門学校等の教育機関、
国または自治体の事業の受託団体等に提
供します。それ以外の方は、ご購入には当
研究会のキャリア・インサイト講習会の修
了者であることが必要です。詳しくはお問
い合わせください。

一般社団法人 雇用問題研究会 http://www.koyoerc.or.jp  ●〒103-0002 東京都中央区日本橋馬喰町1-14-5 日本橋Kビル2F ●電話 03-5651-7072

キャリア・インサイトの基本的機能について、実
際にパソコンを操作して習得していただきます。

●受講料 9,000円（税込み・資料代を含む）
●資　料 キャリア・インサイト　手引き
 キャリア・インサイト　CD-ROM

詳しくは当研究会ホームページをご覧ください。
お申込みもホームページから受け付けております。　

●システムの概要
キャリア・インサイトとは／
CACGsとしてのねらい　他
●構造
導入と登録／全体の構造
●個別機能
各コーナーの機能
●その他の機能
一括印刷機能／運用管理
者補助機能
●使用上の留意点
利用目的の適切さ／クライ
エントへの適用可能性／シ
ステム利用の環境と体制の
適切さ

今
後
の
予
定

主
な
内
容




